
首

楊

嚴

三

昧

の

研

究

口

早

苗

亮

雄

一

前
篇

に
於
て
首
榜
嚴
三
昧

の
意
義

に
就

い
て
其

の
大
要
を
叙
述
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
首
榜
嚴
三
昧
に
關
し
て
、

羅
什
繹
『
首
榜
嚴
三
昧
経
』
の
註
解
を
な
し
た
羅
弘
充
法
師
は
『
新
出
首
携
嚴
経
序
』
に
其
の
綱
要
を
論
じ
て

「
首
榜
嚴

三
昧
者
。
蓋
紳
通
之
龍
津
。

聖
徳
之
淵
府
也
。
妙

物
希
微
。
非
二器
像
所
ジ
表
。
幽
玄
冥
湛
。
堂
情
言
所
レ議
。
冠
昌九
箪

以
虚
昇
。
果
禽

行
一而
圓
就
。
量

種

智
一以
窮
賢

。
絶
昌殆
庶
一而
静
レ統
。
用
二能
盤
台
十
地
一肩
副鍋
法
雲
一。
岡
象
爽

中
一紳

圖
一一自
外
"。
然
心
雄
レ澄

一
慮
無
レ不
レ周
。
定
必
凝
泊
〆在
レ威
斯
至
。
故
明
昌宗
本
一則
三
達
同
寂
。
論
一善
救
一則
六
度
彌
絵
。

欝
威

郊
一則
強
魔
憎
縛
。
語
昌衆
攣

則
百
億
星
繁
。
至
乃
微
號
龍
上
晦
跡
塵
光
。
像
告
諸
乗
有
盤
無
滅
.り
斯
皆
塗
定
之

冥
功
。
成
能
之
顯
事
。
権
濟
之
櫃
綱
。
勇
伏
之
宏
要
。
」
(「
出
三
藏
記
集
」
巻
第
七
、
『縮
藏
』
目
録
部
結
一
、
三
+
七
、
入
丁
)
ε
云

つ

て
ゐ
る
が
實

に
首
携
嚴
三
昧
を
讃
嘆
し
て
其

の
薙
奥
を
究

め
し
も
の
ε
云

ふ
べ
く
、
微
妙
首
榜
嚴
海
は
既
述

の
如
く

一
切
三
昧
、

一
切
佛
法

の
総
府
た
る
の
み
な
ら
す
、
紳
通
の
龍
津
、
聖
徳

の
淵
府

に
し
て
菩
薩

の
化
他
精
紳
は
此
の

首
榜
嚴

三
昧
よ
)
登
す

る
功
徳
に
外
な
ら
な
い
。
『
首
拐
嚴
三
昧
経
』
に
「
若
人
得
二是
首
榜
嚴
三
昧
一。
是
人
功
徳
不
可

首
樗
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

(
三
三
)
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首
樗
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

へ
三
四
)

思
議
。
所
以
者
何
。
是
人
則
爲
昌究
寛
佛
道
凶。
成
笥就
智
慧
紳
蓮
諾
明
一。
云
云
。
」
(六
三
亜
買
)
ざ
云
ひ
、『
大
渥
繋
縷
』
は
憲

第

四
、
四
相
品
に

「
我
已

に
久
し
く
此
の
大
浬
繋

に
住
し
て
、
種

々
に
棘
遜
凝
化
を
示
現
す
。
此
三
千
大
千
世
界

の

百
億

の
日
月
、
百
億

の
閻
浄
提
に
於
て
種

々
示
現
す

る
こ
ご
首
梅
嚴
経

の
中
に
廣
く
説
く
が
如
し
。
」
(『
昭
和
國
羅
大
藏
経
』

第
五
巻
、
九
+
六
頁
)
ビ
云

へ
る
如
く
、
首
桝
嚴
三
昧
襲
得
の
菩
薩
及
び

如
來
は
善
く
佛
溢
を
成
就
し
智
慧
紳
通
諸

明
を

具
足
し
、
其
の
功
、徳
は
紳
鍵
不
可
思
議

に
て
六
度
行
を
示
現
し
、
紳
癒
力
を
示
現
し
て
諸

の
衆
生
を
敢
化
す
る
の
で

あ
り
、
佛
陀
も
亦
此

の
首
霧
嚴
三
昧
に
住
し
て
入
相
成
道
を
示
現
し
て
衆
生
を
濟
度
し
セ
の
で
あ
る
。
從

つ
て
此
の

衆
生
濟
度
は
首
榜
嚴
三
昧

の
最
も
重
要
な
る
徳

目
ご
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
α
故

に
首
携
嚴
三
醸
海
よ
り
登
す

る
菩

薩

の
化
他

に
就

い
て
遽

べ
、
更

に
首
拐
嚴
定

の
修
習
及
び
此

の
三
昧
ビ
他
の

一
般
大
乗
三
昧

ビ
の
關
係
を
順

次
叙
述

し
て
結
論
に
進
ま
う
ビ
思

ふ
の
で
あ

る
o

二

弘
充
法
師
の
「
新
出
首
榜
嚴
経
序
』
に
「
論

童
目救
一則
六
度
彌
論
。
」
ご
云

へ
る
・如
く
首
榜
嚴

三
昧
登
得
の
菩
薩
は
六
度

を
具
足
し
て
善
く
衆
生
を
濟
度
す

る
の
で
あ
る
。
故
に
『
首
娚
嚴
三
昧
経
』
は
六
度
行
を
明
し
て
以
て
菩
薩

が
化
他
門

を
開
く
溝
息
を
廣
く
記
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

六
度

ご
は
詳
ら
か
に
は
六
波
羅
密
多
ビ
言
ひ
ゐ
菩
薩
道
を
修
す

る
者
の
必
す
修

習
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
最
勝
の
行

ε
し
て
定
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
布
施

・
持
戒

・
怨
辱

・
精
進
・
輝
定

・
智
慧

の
こ
ご
で
あ
る
が
、
最
後
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の
智
慧

は
更

に
方
便

・
カ

・
願

・
智

の
四
波
羅
麿

に
開

い
て
十
波
羅
密
ビ
し
て
説
か
れ
る
。
波
羅
密
多

(㌶

量
ヨ
臨
)

建
は
到
彼
岸

(叉
は
度
彼
岸

)
ご
翻
じ
、
此
の
六
度
が
最
勝

の
菩
薩
道
ご
し
て
定
立
せ
ら
れ
る
の
は
、
此
の
六
種
の
勝

行
の
み
が
眞
實

に
吾
人
を
畳
醒
し
て
浬
盤
の
彼
岸

に
到
ら
し
む
る
か
ら
で
あ
る
。

斯
く
て
六
度
乃
至
十
波
羅
密
は
首
携
巌
三
昧
の
襲
得

に
先
立
つ
て
修
習
さ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
首
橿
嚴
三
昧

登
得

の
菩
薩

が
衆
生
濟
度

に
當

つ
て
も
亦
此

の
六
度

の
規
範

に
於
て
な
さ
れ

る
。
而
し
て
六
度

の
内
容

は

『
養
榜
嚴

三
昧
経
』
に
從

へ
ば
、

一
般
経
論

に
説
か
れ
て
ゐ
る
六
度
(註
嚇
)
ご
大
差
な
ぐ
、
コ

切

の
貧
富
苦
樂
の
悉
く
を
捨
て

㌧

心
に
貧
着
な
く
(
施
)
心
を
善
く
寂
滅

に
し
て
畢
覧
悪
を
離
れ
(戒
)
諸
塵
中
に
於
て
傷
く

る
所
な
く

(忍
)
勤

め
て
心
を

親
揮
し
て
心
の
離
相
を
知
う
(進
)
畢
寛
其

の
心
を
調
伏

し
て

一
威

に
住

せ
し
め
て
(藤
)
心
を
観
じ
心
を
知

b
心
相
に

通
達
す

る
(慧
)
」
(
六
三
=責
下
段
)
こ
ご
で
あ
る
。
已
上

の

簡
軍

な
る
説
明
に
依

つ
て
六
度
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

る
か

ほ
ぼ
購
㍗
ら
か
に
な

つ
た
ご
思

は
れ
る
が
、『
首
楊
嚴
三
昧
纒
』
に
「
菩
薩
住
昌首
畑
切
嚴
階三
昧
哺。
・如
ジ
是
法
門
・念
念
皆
一有
ゴ
六
波

羅
密
一。
」
(
六
三
三
頁
下
段
)
ご
云

へ
る
如
く
、
首
娚
嚴
定
登
得

の
菩
薩
の
六
度
行
は
修
道

の
方
便
で
は
な
く
三
昧
登
得
の
果

報

ビ
し
て
念

々
中

に
具
足
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
故

に
『
首
榜
嚴

三
昧
経
』
は
「
首
榜
嚴
三
昧
檀
波
羅
密
本
事
果
報
」
乃
至

「
首
樗
嚴
三
昧
般
若
波
羅
密
本
事
果
報
」
ε
云

ひ
、
只
軍

に
檀
波
羅
密
乃
至
般
若
波
羅
密

ご
は
云
は
ぬ
の
で
あ

つ
て
.

之
れ
が
首
橿
嚴
三
昧
相
に
於
け

る
六
波
羅
密
の
特
質
で
あ

る
。
斯
ぐ
て
六
度
は
三
昧
登
得
の
果
報
な
る
が
故
に
首
拐

巌
三
昧
昧
持
住
の
菩
薩
は
殊
更
に
六
度

行
を
修
習
し
な
く
ご
も
日
常
底
そ
の
ま

、
六
度
行
ε
な
り
、
念

々
中

に
六
度

,

首

榜
嚴

三
昧

の
研
究

(
二
)

(
三
五
)
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鵡自
埋
切購
脚三
昧
の
研
究
く
二
)

(
三
山ハ
)

を
具
足
し
、
身
行
の
悉
く

が
六
度

ε
な
り
、
自
由
に
六
度
行
を
示
現
し
て
衆
生

を
濟
度
す

る
の
で
あ
る
。
故

に
『
首

榜
嚴
三
昧
経
』

に
は
次
の
知
く
六
波
羅
密

の
具
足
さ
る

、
所
以
を
記
し
て
ゐ
る
。

菩
薩
住
一一首
榜
嚴
三
昧
一。
六
波
羅
密
世
世
自
知
紫不
レ從
昌他
學
ハ。
畢
足
下
足
入
息
出
息
。
念
念
常
有
』
ハ
波
羅
密
・。
何

以
故
。
堅
意
(菩
薩
)
。
如
レ是
菩
薩
。
身
皆
是
法
行
皆
是
法
。
堅

意
。
警
如
レ有
二王
若
諸
大
臣
一。
百
千
種
香
揚
以
爲

γ末
。
若
有
レ人
來
索
車

一
種
一。
不
レ欲
蘇

香
一共
相
蕪
雑
。
堅
意
。
如
レ是
百

千
衆
香
末
中
。
可
レ得
二
一
種
一不
レ雑
レ鯨
不
。

不
也
世
奪
。
堅
意
。
是
菩
薩
以
昌
一
切
波
羅
蜜

蕪
呂身
心
一故
。
於
、二念
念
中
一常
生
二六
波
羅
蜜

。
(六
三
三
頁
中
段
)

斯
く
の
如
く
六
波
羅
密
が
首
携
嚴

三
昧
獲
得

の
果
報

ご
し
て
具
足
さ
る
、
の
は
先

に
既

に
六
波
羅
密
を
修

習
し
て

身

に
薫

習
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
し
て
で
は
あ

る
が
、
修
行
遣

に
於
け
る
六
波
羅
密

ε
果
報

ご
し
て
の
六
波
羅
密
ε
は
既

述

の
如
く
同
じ
六
波
羅
密
で
あ
る
が
、其

の
意
味
は
甚
だ
異

つ
て
ゐ
る
。
修
行
道

に
於
け
.る
六
波
羅
密
は
讐

へ
自
利
他

利
及
び
二
倶
利
(自
他
倶
利
)
に
な
る
如
く
修
せ
ら

る
、
ピ
も
末
だ
修

行
道

の
規
範
た
る
を
ま
ぬ
か
れ
ぬ
。
け

れ
ざ
果

報

ご
し
て
の
六
波
羅
密
は
、
修
行
道

に
於
け
る
の
こ
次
位
を
異
に
し
、
首
榜
嚴
三
昧
な
る
基
礎
を
も
つ
故
規
範
の
域

を
脱
し
て
自
在
に
六
度
行
を
示
現
し
て
六
度

に
執
は
れ
な
い
。
從

つ
て
首
榜
嚴
三
昧
登
得

の
菩
薩
は
六
度
行
を
行
じ

て
六
度

に
止
ら
す
、

一
切

の
執
着
を
離
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
施

に
於
て
殊
更

に
財
を
他
に
求
め
て
布
施
を
行
す

る
こ
ご

な
く
、
特

に
戒
を
受
持
す

る
こ
ε
も
な
く
、
怨
辱
を
修
し
て
而
も
修
す

る
所
も
修

せ
ざ
る
所
も
な
く
、
精
進

に
於
て

勤

め
て
諸
法

の
善
を
得

る
ε
も
實
は
諸
法
の
善
悪
を
得

る
の
で
は
な

い
。
又
輝
定

に
住
し
て
観

25
を
治

め
る
ご
錐
も
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諸
法
に
観
あ

る
を
見
す
、
慧
に
於
て
善

く
大
智
慧
を
成
就
し
て
三
界
の
差

別
相
を
分
別
せ
ず
、
し
か
も
自
在

に
三
界

に
身
を
現
じ
得

る
の
で
あ

る
。
(註
二
)

施

に
於
て
乃
至
慧

に
於
て
六
度

は
斯
く
三
昧
登
得
の
果
報
な
る
が
故
に
三
昧
登
得

の
十
地
の
菩
薩
は
六
度
を
行
す

　

　

る
こ
と
な
く
、
只
六
度
行
を
示
現
す

る
に
止
)
、
首
榜
嚴
三
昧
を
常
に
離
れ
ぬ
の
で
あ

る
。
斯
く
し
て
始
め
て
衆
生

濟
度

の
化
他

が
可
能

ビ
な
る
の
で
あ

つ
て
、
讐

へ
ば
『
首
携
嚴
三
昧
経
』
に
、

爲
レ欲
レ教
昌化
衆
生
一故
。
生
昌於
欲
界
一作
昌輻
輪
王
一。
諸
妹
女
衆
恭
敬
團
邊
。

現
事有
呂妻
子
一五
欲
恣
㌔
而
内
常
在
工灘
定

浮
戒
一。
善
能
了
副見
三
有
通
過
患
一。
堅
意
。
是
名
昌菩
薩
住
首
榜
嚴
三
昧
戸
波
羅
密
本
事
果
報
一。
(六
三
二
頁
上
段
)

ε
云

へ
る
如
く
、
菩
薩

は
欲
界

に
生
じ
、
轄
輪
王
ε
な
り
妻
帯
し
五
欲
を
恣

に
す

る
が
如
き
破
戒
行
を
示
現
す

ご
錐

も
内

に
繹
定
浮
戒
を
捨

つ
る
こ
ご
な
く
、
善

く
三
有
の
過
患
を
見

る
こ
ご
が
出
來
る
の
で
あ

る
。
又
菩
薩

は
欲
界
に

生
じ
て
衆
生

の
多
瞑
悪
心
を
断
滅
せ
ん
が
た
め
、
身

に
曝
恨
あ
る
を
示
し
、
瞑
悉

の
極
悪
に
し
て
必
す
遠
離
す

べ
き

も
の
な
る
事
を
教

へ
、
怨
辱

の
幅
徳
を
稻
讃
す

ご
錐
も
、
瞑
患
怨
辱
を
得
て
其
慮

に
安
住
す

る
の
で
は
な
い
。
貧
欲

者
・
破
戒
者
・瞑
恨
者
・解
怠
者
・翫

心
者
・無
智
者
を
教
化
せ
ん
ε
欲
す

る
が
爲

の
故

に
貧
欲
乃
至
無
智
を
示
し
、其

の

極
悪
な
る
を
悟
ら
し
め
布
施
乃
至
智
慧
の
最
勝
行
に
し
て
必
す
修
す

べ
き
も
の
な
る
こ
ご
を
敷

へ
て
渥
薬
の
彼
岸

に

到
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
菩
薩

が
衆
生
を
敷
化
す

る
の
は
あ
た
か
も
導
師
が
難
道
を
案
内
し
て
放
人
を
目

的
地
に
到
ら
し

め
復
蹄
り
て
他

の
族
人
を
案
内
す
る
如

く
、
又
船
師
が
舟

を
も

つ
ご
爾
岸
を
往
還
し
て
人
を
此
岸

よ

首
携
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

(
三
七
)
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首
榜
嚴
三
味
の
碍
究
(
二
)

(
三
入
)

り
彼
岸

に
渡
す
が
・如
く
で
あ
る
。
故

に
大
士

(菩
薩
)
は
船
師
に
警

へ
ら
れ
、
導
師

に
讐

へ
ら
れ

る
。
『
首
榜
譲
三
昧

経
』
『
超
日
明
三
昧
経
』
な
ご
首
榜
嚴
三
昧
を
明
す
経
典
は
導
師
∴
船
師
・
幻
師

の
讐
を
畢
げ
て
詳
細

に
記
し
て
ゐ
る
が
、

今
『
首
嚴

三
昧
経
』
の
文
を
適
録
す
れ
ば
即
ち
次
の
如
く
に
詳
細

を
極

め
て
ゐ
る
Q
(註
三
)

讐
如
惟導
師
將
二諸
人
衆
一過
ご瞼
道
一已
還
度
中除
入
下。
如
レ是
堅
意
。
菩
薩
往
二首
桝
嚴
三
曝

。
随
二諸
衆
生
一所
レ螢
並道
意
一。

若
聾

聞
道
一。
若
藩辟
支
佛
道
一。
若
　狡
佛
道
一。
随
ノ宜
示
導
命
一得

度
一巳
。
師
復
還
庚
一籐
衆
生
一。
是
故
大
士
名
爲
二導

師
一。
磐

如
下牢
船
從
二此
岸
一。
度
二無
量
人
為

レ至
二彼
岸

。

至
彼

岸
一已
還
度
鍛

入
㌔

如
レ是
堅
意
。

菩
薩
住
者

榜
嚴

三
昧
一。
見
工諸
衆
生
一。
堕
二生
死
四
流
所

ノ漂

爲
レ欲
下度
脱
命
上レ得
出

故
。
随

一其
所
一種
善
根
成
就
。
若
見
ム可
下以
二縁

畳
一度
亀者
胃。
帥
爲
現
身
示
窪

薬
潅
一。

者
見
轟可
下以
一一聲
聞
一度
亀者
串。

爲
説
　寂
滅
一共

入
=浬
磐
一。
首
榜
嚴
三
昧
力
故
Q

還
復
現
レ生
度
副脱
除
人
一。
是
故
大
士
名
爲
　船
師
一。
堅
意
。
磐
如
下幻
師
於
多

衆
前
一自
現
身

死
腱
張
欄
臭
。
若
火
所

レ嶢
鳥
獣
所
ウ
食
。
於
衆

人
前

一如
レ是
現
レ身
。

得
昌財
物
一巳
而
便
還
起
以
三其
善
能
學
二幻
術
一故
。

菩
薩
如
レ是
住
昌首
娚

巌
三
昧
一。
爲
レ化
二衆
生
一示
剃現
老
死
一Q
而
實
無
レ有
二生
老
病
死
一)
(
六
三
一貢

下
段
)

此
れ
彼
の
彌
…勒
菩
薩
が
『
喩
伽
師
地
論
』
巻
第
入
十
(註
四
)
に
於
て

首
携
嚴
三
昧
を
般
浬
薬

ご
解
し
て
「
般
浬
繋
者
。
於
二

十
方
界
一當
知

二究
覧
不
一レ可
=思
議
一。
数
藪
現
剖作

一
切
方
口情
諸
利
盆
事
一。

如
'者

娚
伽
摩
三
摩
地
中
説
幻
師
喩
。

若
商

主
喩
。
若
船
師
喩
一。
」
(『大
正
藏
経
』第
三
+
巷
、
七
四
.兀
頁
)
ご
云

へ
る
も
の
で
あ

つ
て
菩
薩

の
化
他
を
最

も
善
く
説
明
せ
る

も
の
で
あ
る
。
然
れ
ざ
も
菩
薩
が
斯
く
導
師

の
如
く
、
船
師
の
如
く
、
幻
師

の
如
く
衆
生
を
濟
度
し
得

る
の
は
實

に
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首
樗
嚴
三
昧
郎
ち
大
浬
簗

に
住
し
て
み
る
か
ら
で
み

ウ
て
》
若
し
菩
薩

に
し
て
首
樗
巌
三
昧
を
失
ふ
が
如
き
こ
ビ
が

あ
る
な
ら
ば
、
菩
薩

は
自
性
を
失
ひ
、
幻
師
が
自
ら
假
現
せ
し
虎
狼

に
食
ら
は
る
る
が
如
く
盤
聞
道
を
示
現
し
て
聲

聞

に
堕
し
、
縁
畳
乗
を
示
現
し
て
縁
畳
に
沈
没

し
て
再
び
淳
ぴ
上

る
こ
ご
も
出
來
ざ
る
に
至

る
o
然

る
に
菩
薩

に
決

し
て
か

㌧
る
こ
ご
な
き
は
経

に

「
首
榜
嚴

三
昧
力
故
。
還
復
現
レ生
度
劃脱
除
人
一。
」
ビ
云

へ
る
如
く
首
桝
嚴
三
昧
力
に

依

る
の
で
あ
る
。

既

に
明
ら
か
な
る
如

く
六
度
を
三
昧
修
習

の
方
面
よ
り
考
察
す
る
な
ら
ば
、
菩
薩
は
六
度
を
修
習
す

る
こ
ε
に
依

つ
て
首
榜
嚴
三
昧
を
登
得
し
て
成
佛
す

る
の
で
あ
る
が
、
佛
よ
り
せ
ば
、
佛
は
首
榜
嚴
三
昧

に
常
に
住
し
て
ゐ
て
六

度
行
を
示
現
し

て
衆
生
を
激
化
す

る
の
で
あ
り
、
眞
の
菩
薩

の
六
波
羅
密
行
は
後
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q
此

の
意

昧

に
於
て
首
橿
嚴
三
昧
未
螢
得
の
菩
薩

の
六
波
羅
密
行
は
眞

の
六
度
行
で
な

い
の
み
な
ら
す
、
ま
し
て
六
波
羅
密
を

具
足
し
て
ゐ
る
ε
は
云
は
れ
な
い
Q
そ
れ
故
『
首
榜
三
昧
経
』
は
、

若
人
不
レ得

者

榜
嚴
三
昧
一。
不
レ得
茗

爲
二深
行
菩
薩
一。

如
來
不
レ謂
話此
人
具
司足
布
施
持
戒
怨
辱
精
進
繹
定
智
慧
㌔

是
故
汝
等
若
欲
ヨ遍
行
二
一
切
道
一者
。
賞

學

得
是
首
携
嚴
三
昧
一。
(
六
三
六
頁
上
段
)

ご
云

つ
て
こ
の
こ
ビ
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
然
れ
ざ
も
三
昧
を

一
度
登
得
す
れ
ば
既
述

の
如
く
念
念
中

に
六
度

を
具
足
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
六
度
を
行
じ
て
以
て
衆
生
を
敢
化
せ
ん
ご
欲
す
れ
ば
先

づ
第

一
に
首
榜
嚴
三

昧
を
登
得
し
て
首
樗
嚴

三
昧

に
安
住
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
故
に
『
首
榜
嚴
三
昧
経
』
は
首
榜
嚴
三
昧

に
住
す

る
菩

首
橿
殿
三
昧
の
研
究
(
二
)

(
三
丸
)
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首
楊
嚴
三
味
の
硯
究
(
ご
)

写

(四
〇
)

薩

を
藥

王

に
讐

へ
て
、

菩

薩

住
呂首
桝

嚴
三

昧
一。

衆

生
見

者
。

貧

悉
擬

病
皆
得

除

愈

一。

如
三大
藥

王

名
日
呂滅
除

一。

若
芭圖

戦
時

用

以
昌塗
鼓

。

諸
被

箭
射

刀
矛
所

レ傷

。
得

簡

二鼓
聲

一箭

出
毒

除
島。

如

ノ是

堅
意
。

菩

薩

住

者

携
嚴

三
昧

一。

有

蘭

レ名

者

一。

貧
悉

擬

箭
自

然
抜

出
Q

(六
三
一一責

中
段
)

ご
讃
嘆

し

て

ゐ
る
如
く
、

首

榜
嚴

三
昧
登
得

の
菩

薩

は
殊

更

に
衆
生

激
化

に
當

つ
て
衆

生

に
働

き
か
け

る
の
で

は
な

く
、

行

住
坐
臥

、

城
邑
聚

落
郡

國

に
あ

る
ε
食

に
あ

る
ご
異

る

こ
ご
な
く

首
榜

嚴

三
昧

に
住

す

る
が
故

に
薗

ら
化

他

門

が
開

け

て
六
度

行

を
示

現
し
、

以

て
衆
生

を

激
化
す

乃

の
で
あ

る
。
從

つ
て
首
榜

嚴

三
昧

は
菩
薩

を

し
て
正

し

き

六
度

行

を

な

さ
し

む

る
本

慷

で
あ

る
。

註

一

金
子
大
榮
氏
『
佛
歌
概
論
』(
三
二
二
頁
)
に
『撮
大
乗
論
』の
六
度
た
記
し
て
「富
樂
の
心
に
著
ぜ
す
(施
)
戒
に
於
て
犯
過
の
心
な
く
(戒
)苦
に

於
て
壊
心
な
く
(
慰
)
善
に
於
て
無
癩
惰
の
心
た
修
し
(進
)

こ
の
散
齪
因
中
住
著
ぜ
す
し
て
常
行
一
心
に
(定
)理
の
如
く
諸
法
た
簡
揮
す

(慧
)」
ぜ
云
つ
て
ゐ
る
。
之
ε
『首
拐
嚴
三
昧
経
』の
六
度
ミ
比
較
参
照
さ
れ
六
し
Q
樹
一六
度
の
詳
細
は
羅
什
羅
『
羅
登
菩
提
心
経
論
』
(『大
正

藏
経
』第
三
十
二
巻
五

一
一
買
巳
下
)を
看
よ
o

註
二
註
三

註
皿

『
首
樗
嚴
三
昧
経
』巻
上
(『大
正
藏
経
』第
十
五
巻
六
三
二
頁
ー

六
三
三
頁
)参
照
。

『
超
日
明
三
昧
経
』
巻
第

一
(
『
大

正
藏
経
』
第
十
五
巻
、
五
四
〇
)
は
蓮
華
、
麻
油
、
飛
鳥
、
〆謄
師
、
船
師
、
幻
師
の
喩

為
學
げ
て
勇
猛
伏
定
よ

り
爽
す

ろ
菩
薩

の
化
他

為
記
し
て

ゐ
ろ
o
詳

細
に
就

い
て
澄
よ
o

『
務

師
地
論
』百
後

唐
の
貞
槻
二
+
二
年
(曲
六
四
八
)妄

笥

課
了
し
☆
論
に
し
て
、
馨

霧

菩
莚

定
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
果
し
て

彌
勒
が
史
柄
人
物
な
う
か
に
疑
問
で
め
ろ
が
、
宇
井
伯
傭
博
士
ば
『
印
度
哲
學
の
薪
究
』
第

一
(三
五
五
頁
H
下
に
彌
鋤
の
更
南
人
物
な
あ
ご
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ぜ
准
諭
謹
し
て
庇
の
論
准
彼
の
述
作
な
ザ
ぜ
し
て
か
ろ
伽

三

首
樗
嚴

三
昧
は
斯
く
六
波
羅
密

の
本
擦

に
し
て
菩
薩

の
化
他
は
首
娚
嚴

三
昧
に
依
つ
て
基
礎
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
の

で
あ

る
が
、
此
の
化
他
は
決
し
て
下
根

の
衆
生

に
上
根
の
法
を

も
つ
て
す

る
の
で
は
な
く
、
『
超

日
明
三
昧
経
』
に

濟
脱
二三
界
一各
随
昌本
志
一Q

使
昌疾
開
解
得
一レ至
昌大
乗
㌔

警
如
"馨
王
持
昌若
干
藥
一。
各
以
懸
レ病
而
A
♂
服
食
一。
風
寒
熟

病
餉
即
使
ゆ麺
愈
占o
韮
口薩
.如
レ是
o
以
昌佛
払怯
藥
一療
劃治
婬
奴
心癒
塀病
一〇
使
レ鉦
州鞠
有
ム
ボ
一〇
(『
大
正
藏
…経
』第
十
五
巷
、
五
四
〇
頁
)

ビ
云

へ
る
如
く
癒
病
與
藥
に
し
て
聲
聞

に
は
聲
聞

に
な
つ
て
聲
聞
法
を
説
き
.
辟
支
佛
に
は
辟
支
佛
乗

に
乃
至
天
龍

夜
叉
乾
達
婆
阿
修
羅

に
は
天
龍
夜
叉
乾
達
婆
阿
修
羅
に
身
を
現
じ
て
よ
く
衆
生
を
漱
化
す

る
の
で
あ
る
。
後

に
詳
説

す

る
つ
も
り
で
あ

る
が
、
此

の
首
榜
嚴

三
昧
は
以
上
の
聲
聞
、
辟
支
佛
、
入
部
衆
等

の

一
切
衆
生
を
離

れ
て
別
個

に

存
在
す

る
形
而
上
學
的
至
高
原
理
で
は
な
く
、
吾
人
の
日
常
生
活
の
中

に
既

に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
.
聲
聞
は
聲
聞

乗

に
於
て
、
辟
支
佛
は
辟
支
佛
乗

に
於
て
首
霧
嚴
三
昧
を
螢
得
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
首
榜
嚴
定
襲
得

の
菩

薩

の
化
他
は
聲
聞
乃
至
入
部
衆

の
其
身
其
儘

に
即
し
て
首
榜
嚴
三
昧
即
ち
大
渥
繋
に
、
何
等
か
の
方
便
を
も
つ
て
至

ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

而
し
て
此

の
化
他
方
便
は
首
榜

三
昧
海
中
よ
り
生
す

る
も
の
で
あ
つ
て
『
首
娚
嚴

三
昧
経
』

に
從

へ
ば

首
霧
嚴
三
昧

の
不
可
思
議
力
用

に
し
て

普
通

一
般

に
紳
通
力
ご

幕
せ
ら
る
～
も
の
で
あ

る
。

此
の
意
昧

に
於
て
首
榜
嚴
三
昧
は
「
紳
蓮
之
龍
津
」
ご
さ
れ
、
此

の
三
昧
を
謹
す

る
者
は
大
自
在
紳
愛
を
現
す

る
こ
ご
が
出
來
る

背
携
嚴
三
昧
の
研
究
(
ご
)

(四
一
)
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醤
榜
嚴
註
昧
の
研
究
(
ご
)

(四
二
)

ざ
信
じ

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
Q

元
來
首
携
簾

三
昧

に
限

ら
す
三
昧
ビ
瀞
通
ご
は
密
接
な
關
係
を
有
ち
、
三
昧

の
襲
得

ご
紳
通

ε
は
早
く
阿
含

の
時

代
か
ら
結
び
付
け
ら
れ
、
金
剛
三
昧

に
入
れ
ば
「
火
所
レ不
饒

刀
所
不
レ入
水
所
レ不
ヒ漂
。
不
三爲
レ他
所
昌中
傷
一。
」
(註
一
)
ご

諸
は
れ
、
火
光
三
昧
に
入
れ
ば
全
身
よ
り
火
を
蹟
す

こ
と
が
出
來

る
ε
信
じ
ら
れ
て
ゐ
だ
の
で
あ
る
が
(註
二
)
、
前
篇

に
於

て
蓮

べ
し
如
く
三
昧
は
如
上

の
目
的
で
は
な
く
し
て
解
脱

の
手
段
に
過
ぎ
な
か

つ
だ

の
で
、
佛
陀
は
決
し
て
紳

力
を
得
る
法
を
し
て
の
三
昧
を
佛
弟
子

に
歎

へ
ら
れ
は
し
な
か
つ
た
。

そ
れ
で
佛
陀
の
殺
團
中
此

の
黙

に
不
満
を
有

ち
佛
陀
の
膝
下
を
去

つ
た
佛
弟
子

も
少
く
な
い
(註
三
)。
然
れ
こ
も
紳
萢
は
當
時

一
般

の
婆
羅
門
徒

の
信
仰
で
あ
り
、

種

々
の
紳
通
が
行
は
れ
て
ゐ
た
か
ら

佛
陀
は

之
等

の
紳
通
を
卑
賎
下
劣

な
る

凡
夫

の

行
す

る
所
の
も
の
に
し
て
、

賢
聖
の
者
の
行
す

る
所
で
な
い
ご
極
力
排
斥
さ
れ
て
ゐ

る
。
長
阿
含
経
悲
第
十

二
.
『
自
歎
喜
経
』
に
、

沙
門
婆
羅
門

以
工種
種
方
便
一入
二定
意
三
昧
一。
随
忌
一昧
心
一作
昌無
数
紳
力
一。
能
攣
二

身
一爲
二無
薮
身
一。
以
ギ
無
数
身
一合

爲
二
一
身
一。
石
壁
無
磯
。
於
虚

塞
申
一結
加
跣
坐
。
猫
如
晶飛
鳥
一。
出
司入
於
地
一猶
如
レ在
レ水
。
履
レ水
如
レ地
。
身
鵠
昌姻

火
一。
如
レ火

積
燃
。
以
レ手
摘
=日
月
一立
至
一梵
天
噌。
(中
略
)
此
紳
足
者
。
卑
賎
下
劣
凡
夫
所
レ行
。
非
露是
.賢
聖
之
所
修

加習
㌔

(『
大
正
藏
経
』
第
一
巷
、
七
入
頁
下
段
)

ご
云
っ
て
ゐ
る
如
く
佛
陀
は
室
中

を
飛
行
し
た
り
、
水
上
を
歩
行
し
た
り
、
身
に
火
を
出
し
た
り
す

る
が
如

き
紳
逓

力
を
訣
し
て
佛
弟
子
に
激

へ
ら
れ
は
し
な
か

つ
允
。
然
れ
ざ
も
佛
蛇
は
全
く
紳
足
滋
を
説
か
れ
な
か
つ
泥
の
で
鳳
な

54



く
、
『
自
歓
喜
縷
』
に
正
し
き
賢
聖

の
紳
足
道
を
駿

へ
ら
れ
て
次
の
如
く

に
云

つ
て
ゐ
る
。

若
比
丘
。
於
譜

澄
間
一愛
色
不
集

捨
剃離
既
叫巳
如
昌所
懸
行
唱。
期
乃
名
爲
　賢
聖
紳
星

。
於
昌無
喜
色
一亦
不
}櫓

悪
も

捨
司

離
此
一巳
如
昌所
癒
行
一。
斯
乃
名

日
昌賢
聖
紳
足
一。
於
諸

世
間
愛

色
不
愛
色
二
倶
捨
已
。
修
二李
等
護
噌專
念
不
レ忘
。
斯

乃
名
日
昌賢
聖
　舳
引
足
㌔

(『
大
正
藏
輕
』第
一
谷
、
七
入
頁
下
段
)

ゆ

之

に
依

つ
て
騒
れ
ば
佛
陀

の
意
味
す

る
棘
足
道
は
世
間
の
愛
色

に
染
着

せ
す
之
を
捨
離
し
、
憺
悪
す

る
こ
ε
な
く
、

愛
色
不
愛
色
の
爾
者
を
倶
に
忘
じ
て
李
等
心
を
得

る
事
で
あ

つ
て
、
世
聞

一
般

の
婆
羅
門
徒

の
紳
足
ご
異
り
、
む
し

ろ
無
上
正
畳
に
至
る
正
し
き
道

で
あ
る
。
蕾
佛
陀
は
佛
弟
子
中
に
當
時
の
婆
羅
門

の
な
す
紳
通

に
就

い
て
問
ふ
者
の

あ

る
爲

め
、
外
蓮
説

に
順
懸
し
て
佛
弟
子
を
正
し
き
解
脱

に
導
か
ん
が
爲

め
假
り
に
紳
足
道
を
説

い
た
も
の
で
あ
る

¢
、
思
は
れ
る
。
叉
佛
陀
は
此

の
目
的
の
た
め
當
時

一
般

の
信
仰
こ
な

つ
て
ゐ
た
天
眼
・漏
蓋
・
宿
命

の
三
紳
道
等

に
關

し
て
も
説
か
れ
て
ゐ
る
が
、
佛
陀

に
あ

つ
て
は
外
道

ざ
異

り
、
三
騨
遽

は
決
し
て
目
的

で
は
な
く
解
股
の
結
果
具
足
さ

れ
る
も
の
、
又
は
解
脱

に
至
る

一
段
階

こ
し
て
説
か
れ
て
佛
弟
子

の
修
道
を
鼓

舞
さ
れ
し
も
の
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
。

斯
く
紳
遍
は
佛
敢
の
究
極
目
的
で
は
な
い
が
、
佛
陀
も
全
然
之
を
否
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
佛
弟
子
中

に

も
紳
瀧
第

一
を
誇

る
日
擁
蓮

の
居

る
程
で
あ

る
か
ら
、
榊
遍
力
は
後
轡
佛
蕨
の
内

に
か
な
り
説

か
れ
て
ゐ
る
の
で
、

大
乗
敏
に
至

つ
て
は
全
く
紳
通

は
佛
敢
趣
理
に
融
合
し
て
し
ま
つ
捉
ご
思
は
れ

る
。
餐

つ
て
三
昧

の
襲
得

に
依

つ
て

棘
遜
力
を
具
足
す

る
ε
思
惟
す

る
こ
ε
は
普
遽

一
般

ξ
な
り
、
『
酋
娚
嚴
三
昧
経
』
は
百
句
義
申

に
「
現
轟

短
力
窺

二

首
櫨
巌

三
麟
の
瞬
窺

(
ご
)

(
職

一嵩
)
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首
楊
嚴

三
昧

の
研
究

(
ご
)

(
四
四
)

切
法
性
◎
L
(
六
+
)「
於
二宿
命
智
輔得
昌無
所
擬
一。
」
(+
)【、天
眼
無
障
。
」
(+
一
)
「
得

漏

霊
智
一非
時
不
レ謹
。
」
(+
二
)
ビ
云
つ
て
首

榜
嚴
三
昧
を
鐸
し
て
ゐ
る
。
然
れ
ざ
も
首
楊
嚴
三
昧
相

に
於
け
る
紳
通
は
既

に

一
言

せ
し
如
く
首
樗
嚴
三
昧

の
不
可

思
議
力
用

に
し
て
衆
生
化
他

の
方
便
で
あ
り
、
決
し

て
三
昧
登
得

の
目
的
で
は
な
く
、

三
昧
登
得

の
果
報
ε
し
て
具

足
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
自
畳
聖
智

の
内
容
叉
は
三
昧
襲
得
の
境
界
は
言
詮
不
及
意
路
不

到
で
あ

る
ε
思
は
れ
る
が
、

さ
れ
ば

ご
て
此

慮
に
自
受
法
樂
し
て
ゐ
る
の
は
未
だ
眞

の
菩
薩
渣
で
は
な
い
。
諸

の
衆
生
も
倶

に
同
じ
法
雨

に
浴
し
、
倶
に
首
桝
嚴

三
昧

に
迄

一
切
衆
生
が
高

め
ら
れ
て
初
め
て
眞
正
の
菩
薩
蓮
に
な
る
の
で
あ
る
。
從

つ
て
か

、
る
菩
薩
道

に
あ

つ
て

は
首
榜
嚴
三
昧
を
何
等
か

の
方
便

に
依

つ
て
表
示
し
以
て
衆
生
の
疑
義
を
解
き
、
首
樗
嚴
三
昧
を
開
顯

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
首
桝
嚴
三
昧

の
不
可
思
議
力
用
帥
ち
紳
通
は
此

の
衆
生
化
他

の
方
便
で
あ
つ
て
、
『
首
榜
嚴
三
昧
経
』
に

佛
が
堅
意
菩
薩

の
乞

ひ
に
依
り
初

め
て
首
榜
嚴
三
昧
あ
る
を
説
き
、
更

に
會
中

の
繹
梵
謹
世
天
王
等

に
此
三
昧
を
鐸

す
に
當
り
、
無
歎

の
如
來
身

を
示
現
し
以

て
首
桝
嚴
三
昧
の
威
紳
力
な
り
こ
し
(註
四
)、
又
彌
勒
菩
薩

が
首
榜
嚴
三
昧

に
住
し
て
名
意
菩
薩
の
爲
め
に
三
千
大
千
世
界

の
諸
閻
浄
提
中

に
彌
勒
を
見
せ
し
め
、
又
彌
勒
が
天
上
に
あ
り
、
人

間

に
あ
り
、
出
家
に
あ
り
、
在
家

に
あ
る
を
示
現
し
、
又
十
大
弟
子

の
相
好
を
身
に
示
現
し
て
後
首
榜
嚴
三
昧

に
逼

達
す
れ
ば

一
切
道
行

に
萢
達
し
、
二
乗
乃
至
佛
大
乗

に
通
達
す

る
ご
数
ゆ

る
(註
五
)
の
は
紳
力
を
假
り
て
首
榜
嚴
三
昧

を
説
き
、
首
桝
嚴
三
昧
を
登
得
せ
し
め
ん
ご
す

る
菩
薩

の
大
慈

悲
心
で
あ
る
ご
思
な
れ
る
。
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然
れ
ざ
も
既
に
前
篇

に
於
て
述

べ
し
如
く
、
首
桝
嚴
三
昧

の
當
相
は
勇
猛
伏

に
し

て

一
切

の
縛

相
を
断

じ
有
無
生

滅
等
の
二
邊
を
離
れ
た
る
自
由
境
な
る
故

に
無
磯
自
在

で
あ
り
、
又
其

の
禮
は
佛
性
で
あ
り
、般
若
波
羅
蜜

で
あ
り
、

如
來
藏
で
あ
る
か
ら
如
實
室

で
あ
る
ビ
同
時

に
如
實
不
塞

に
し
て
三
界
の
森
羅
萬
象
は
悉
く
首
娚
嚴
三
昧

の
顯
現
に

す
ぎ
な

い
。
從

つ
て
か

、
る
首
榜
嚴
三
昧

に
於
て
は
須
彌
山

も
、
三
千
世
界
も
、
天
龍
紳
等
の

一
切
有
情

も
凡
て
首

娚
嚴
三
昧
海
中

の
も
の
、

否
換
言
す
れ
ば
か

、
る
も
の
が
首
榜
嚴
三
昧
な
の
で
あ
る
ビ
思
は
れ
る
。
故

に
、

『
首
桝

嚴

三
昧
経
』
に
「
諸
佛
紳
力
不
可
思
議
。
首
霧
嚴
三
昧
勢
力
。
亦
不
可
思
議
。
」
ご
云

へ
る
如
く
首
榜
嚴
三
昧

の
力
用
は

不
可
思
議

に
し
て
首
娚
嚴
定
登
得

の
菩
薩

は
経
に
「
得

者

拐
嚴
三
昧
一。
能
以
二三
千
大
千
世
界
一入
二芥
子
中
一。
令
二諸
山

河

日
月
星
宿
現
ブ
如
レ故
。
而
不
昌迫
幾
囎示
二諸
衆
生
一。
」
(六
三
五
買
下
段
)
ご
云
ひ
又
「
現
意
天
子
善
得
者

榜
嚴
三
昧
力
一故
。

帥
塑
慶

鷹
一。

令
衆
會
者
皆
作
韓

輪
聖
王
三
十
二
相
一而
自
荘
嚴
。

及

諸
春
属
七
寳
侍
從
。

云
々
。
」
(
六
三
五
頁
中
段
)

ご
云

へ
る
如
く
、
三
千
大
千
世
界
を
芥
子
中

に
入
れ
て
し
か
も
山
河
星
宿
は
も
ご
の
如
く
、
轄
輪

王
乃
至
入
部
衆
等

の
威
儀
相
好
を
自
由
自
在
に
現

じ
得
る
の
で
あ

る
。

然

れ
ざ
も
首
榜
嚴
三
昧

に
於

て
は
三
界

の
森
羅
萬
象

が
そ
の
ま

、
首
携
嚴
三
昧
で
あ

る
ご
思
は
れ
る
か
ら
、
菩
薩

が
示
現
せ
る
紳
蓮
力
ご
現
實
界

ご
本
質
的
に
異

る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
衆
生

に
衆
生
相

の
そ
の
ま

、
が
首
榜
嚴

三

昧

の
果
報

な
る
こ
ご
を
悟
ら
し
め
、
不
可
思
議
首
携
嚴
三
昧
の
當
相

に
於
て
は
三
千
澄
界
も

一
個

の
芥
子

も
轄
輪
聖

王
も
入
部
衆
も
何
等
異

る
こ
ご
な
く
、
在
家
に
あ

る
も
出
家
に
あ
る
も
十
大
弟
子
に
あ
る
も
婆
羅
門

に
あ
る
も
畢
寛

首
籾
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

(四
五
)

57



曽
勘爆
協
腰
三
昧
の
研
究

(
二
)

(四

六
)

す
る
に
首
携
嚴
三
昧
の
果
報
で
あ
る
か
ら
其
の
人
に
懸
じ
て
首
榜
嚴
三
昧
即
ち
大
浬
繋
に
住
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
教
ゆ

る
の
が
首
榜
嚴
三
昧
よ
り
獲
す

る
菩
薩

の
大
自
在
紳
鍵
で
あ

る
ε
思
は
れ
る
。

註 註 註 駐 謎
五 四 竃 ニ ー

『
櫓

一
阿
含
経
』
巷
第
四
十
五

ノ
五
ハ
『
大
正
藏

経
』
第
ζ
巻
、
七
九

二
頁
)塗

照
9

忽
滑
蒼
博
士
『
…陣
學
思
想
奥
』
上
巷

、
(
一
一
八
買
)
轟参
照
o

乱

『
暦

一
阿
含
経
』巻
第
四
十
七

ノ
九

、『
大
正
藏
経
』
第
二
巷

八
〇

三
頁
)
た
看
よ
。

『
首
樗
嚴
三
昧
経
』
上
巷
(『
大
正
藏

縫
』
第
十
五
巻
六
三
〇
頁
)疹
照
。

『
首

榜
嚴

三
昧
純
』
下
巻
ハ
『
大

正
藏
輕

』
第
十

五
巻

六
四
三
頁
)参

照
。

四

上
豪
述

べ
來
れ
る
如
く
首
榜
嚴
三
昧
よ
り
登
す

る
化
他
は
深
甚
微
妙
に
し
て
善
く
六
度

行
を
示
現
し
、
叉
大
威
紳

力
を
現
じ
て
衆
生
を
濟
度
す

る
の
で
あ
る
が
、
斯
く
此
の
三
昧
よ
り
菩
薩

の
化
他

が
登
す

る
の
は
『
超

日
明
三
昧
経
』

懇
第

一
に

「
菩
薩
雄
レ現
昌泥
桓
一與
二法
身
一合
。
亦
無
昌往
來
還
復
凶示
司境
随
レ衆
化
度
一。
菩
薩
大
士
乃
達
γ之
耳
。
解
引知
法

身
ボ。
云

葎
。
」
(『大
正
藏
軽
』
第
+
五
巻
、
玉
四
〇
頁
)
ご
云

へ
る
如
く

首
榜
嚴
三
昧
の
登
得

に
依
つ
て
菩
薩
は
よ
く
法
身
を
成

就
す

る
か
ら
で
あ

る
。
從

つ
て
既

に
屡

存
述

べ
し
如

く
六
度

に
し
て
も
紳
通
力
に
し
て
も
首
娚
嚴
三
昧
を
謹
得
せ
る

結
果
果
報

こ
し
て
具
足
さ
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
此
の
衆
生
化
他
は
首
携
嚴
三
昧

に
基

き
、
其
の
化
他
説
法
は
首
携
嚴

三
昧
境

に
於
け

る
説
法
即
ち
法
身
説
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ざ
思

は
れ
る
。

『
酋
榜
巌

三
妹
経
』
に
「
如
昌如
來
一住
二不
住
法
而

作
二化
人
一。
諸
化
人
亦

住
二不
住
法
一而
有
昌所
説
一。
し
ご
云
ひ
、
叉
「
叉
問
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云
何
具
足
樂
説
辮
業
。
答
言
。
菩
薩
不
レ以
=我
相
一。
不
レ以
　彼
相
一。
不
以
二法
相
一。

而
蜜
所

説
一。
是
名
二其
足
樂
説

辮
犬
】。
随
二所
説
法
一文
字
相
不
レ盤
。
法
相
亦
不
レ盤
。
如
レ呈
説
者
不
レ以
二二
説
一。
是
名
二且
ハ足
樂
説
辮
業
一。
」
ビ
云
ひ
.

又
「
如
昌虚

塞
一無
レ所
レ随
。

一
切
説
法
亦
無
レ所
レ随
。
諸
法
無
囚比
無
レ有
二響
喩
も
」
ど
云

つ
て
首
榜
嚴

三
昧
よ
り
欝

つ
る
化

他
説
法
の
深
義
を
明
し
ゐ
る
如
く
、
首
娚
嚴
定
よ
り
畿
す

る
化
他
説
法
は
不
住
法
(無
所
住
)
に
於
け

る
説
法
、
無
相

に
於
け

る
説
法
、
無
所
随

の
説
法
、
交
字
言
語
に
依
ら
ざ

る
説
法
に
し
て
樹
象
あ

つ
て
の
説
法
、
衆
生
あ
つ
て
の
化

他

で
は
な
い
。
化
者
邸
被
化
者
、
凡
夫
行
即
六
波
羅
密
行
で
あ
つ
て
首
携
嚴
定

に
住
す

る
菩
薩

は
六
度
を
行
す
る
の

で
も
な
く
又
紳
力
を
現
す

る
の
で
も
な

い
。
そ
れ
故

『
超

日
明
三
昧
経
』
に
「
度
副脱

一
切
一亦
無
レ所
レ度
。
是
爲
鵠勇
猛
伏

三
昧
一也
。
」
ご
云

へ
る
如
く
善
く

一
切
衆
生
を
濟
度
し
て
し
か
も
濟
度
す

る
所
な
く
、
山
川
草
木
悉
皆
説
法
之
相
で
あ

り
、
首
梅
嚴
三
昧
で
あ

る
ご
思
は
れ
る
。
故

に
『
首
榜
嚴
三
昧
経
註
序
』
は
首
榜
嚴

三
昧
に
於
け
る
化
他

の
本
旨
を
記

し
て
コ
謂
化
者
以
昌不
化
一爲
レ宗
。
作
者
以
二不
作
一爲
レ主
。
爲
主
其
自
忘
焉
。
」
一(「
出
三
藏
記
集
」巷
第
七
、
『縮
藏
』
目
録
部
、
結
一
、三

+
七
丁
)
ご
云
つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

亙

已
上
の
諸
説

に
於
て
首
榜
嚴
三
昧
よ
り
饗
す

る
化
他
説
法
が
如
何
な
る
意
昧

の
も
の
で
あ
る
か
ほ

や
領
曾
せ
ら
れ

た
ε
思

ふ
か
ら
、

次
に
進

ん
で
首
榜
嚴
三
昧
の
修
習
ε
は
如
何
な

る
こ
ご
を
意
昧
す

る
か
に
就

い
て
遽

べ
て
見
よ
う

ご
思

ふ
の
で
あ
る
。

首
裾
嚴
三
昧
の
箭
究
く
二
)

四
竜
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首
樗
嚴
三
昧
の
碑
究
(
二
)

(四
入
)

佛
教
の
三
昧
は
既

に
前
篇

に
於
て
述

べ
し
如
く
、
小
乗
敷

に
於
て
も
大
乗
敏
に
於
て
も
愛
化
な
く
心

一
境
相
を
意

昧
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
首
拐
嚴
三
昧

は
此

の
三
昧
の
境
相

(甥
象
)
た

る
首
榜
嚴

に
心
意
識
を
集
中
す

る
こ
ご
に

し
て
、
首
榜
嚴
三
昧

の
登
得

ご
は
首
携
嚴

に
な
り
き

つ
て
間
髪
を
入
れ
ざ
る
當
慮
を
意
味
す

る
も
の
で
あ

る
ご
思
は

れ
る
。
而
し
て
首
娚
嚴

ご
は
此
の
三
昧
の
相
に
名
け
し
も
の
で
あ

つ
て
其

の
内
容

を
室
こ
し
、
佛
性

ご
云
ふ
も
、
般

若
波
羅
密

ご
云
ふ
も
、
如
來
藏

ご
云
ふ
も
畢
寛
此

の
三
昧

の
異
名
に
過
ぎ
な
い
こ
ご
は
既

に
述

べ
し
所

で
あ
る
。
從

つ
て
首
霧
嚴
三
昧
の
修
習

ご
は
佛
性
を
開
登
し
て
佛
身
を
成
就
す

る
こ
ご
に
外
な
ら
な
い
も
の
こ
思
は
れ
る
。

然
ら
ば
此
の
三
昧
が
謹
得

せ
ん
ご
す

る
佛
身

ご
は
如
何
な
る
内
容

の
も
の
な
る
か
。
之

に
就

い
て

『
首
娚
嚴
三
昧

経
』
に
「
如
來
通
副達

一
切
諸
法
是

寂
滅
相
。
是
名
爲
レ佛
。
」
ご
云

つ
て
ゐ
る
か
ら
佛

ご
は

一
切
諸
法
に
通
達
せ
"o
寂
滅

相

で
あ

る
。
故

に

一
切
諸
法
を
外

に
し
て
寂
滅
相
即

ち
滅
理
は
求

め
ら
れ
な
い
。
然

る
に
有
爲
の

一
切
諸
法
は
滅
す

べ
く
又
滅

せ
ら
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
故

に
こ
の
有
爲
法
を
滅
せ
る
時
、
其
所

に
滅

理
が
現
前
す

る
ビ
考

へ
ら
れ
る
。

併
し
之
は
言

ふ
ま
で
も
な
く
有
爲

ご
無
爲

ご
に
執
せ
る
分
別
で
あ

る
。
経

に
從

へ
ば

一
切
諸
法
は
既

に
皆
室

で
あ
る
。

(註
一
)故

に

一
切
諸
法
を
捨
て
何
慮

に
滅
理
を
求
む

べ
き
か
。
若
し

一
切
法
を
捨
て
、
別
に
佛
を
求
む
る
者
が
あ
る
な

ら
、
演
若
提
多
頭
を
失
却

し
て
か

へ
つ
て
凡
夫
を
希
求
す
る
者
で
あ
る
。
斯
く
し
て
佛
身
は

一
切
法
ご
其
の
本
質
を

異

に
す

る
も
の
で
な
く
、

一
切
諸
法
中

に
求
め
ら

る

べ
き
も
の
で
あ
る
。

上
述
の
佛
を

謹
得
せ
ん
こ
す

る

首
娚
嚴
三
昧

は
決
し
て

吾
人

の
日
常
生
活
を
離

れ
た
る

最
高
原
理
で
も
な
け

れ
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ば
、
又
人
間
肚
會

ビ
全
然
没
交
渉
な
超
越
的
神

で
も
な
い
。
故

に
吾
入
の
日
常
生
活
を
離
れ
て
別

に
首
榜
嚴
圭
昧
は

求

め
ら

る

べ
き
も
の
で
な
く
、
既

に
吾
人
の
衆
生
相
そ
の
ま

、
が
首
桝
嚴
三
昧
の
顯
れ
で
あ

る
か
ら
、
経
は
堅
意
菩

薩

が
佛

に
此

の
會
中

(
首
榜
嚴
三
昧
會
)
に
首
榜
嚴
三
昧
を
得
た

る
も
の
が
あ
る
か
ご
問

ひ
し

に
依
り
、現
意
天
子

(三

昧
登
得
の
天
子
)
は
此
の
會
座
の
諸
菩
薩
が
帝
繹
身
梵
王
身
入
部
衆

乃
至

優
婆
塞
等

の
四
輩

の
威
儀
相
好
を
現
じ
て

ゐ
る
の
は
既

に
此

の
三
昧
を
得

て
現
じ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
ご
答

へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
(註
二
)
。
從

つ
て
首
榜
嚴
三

昧
は
常
に
衆
生
の
心
行
に
去
至
し
、
音
聲
言
語
等

の
内

に
も
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
從

つ
て
此
の
三
昧
を
得

ん
と
欲

し
て
殊
更
に
佛

行
(菩
薩
行
)
を
行
す

る
必
要
な
く
、
蕾
凡
夫
行

を
行
じ
て
ゐ
れ
ば
よ
い
の
で
、
凡
夫
行

に
蓮

'

達
し
さ

へ
す
れ
ば
佛
法
ご
凡
夫
法
ビ
は
合
致
し
て
分
た
れ
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
こ
ご
を
知

る
の
で
あ
る
。
経
は
此
の

邊
の
消
息
を
記
し
て
次
の
如
く
云

つ
て
ゐ
る
o

菩
薩
若
欲
・得

是

三
昧
輔。
當
レ修
昌何
塗

。

天
子

(現
意
天
子
)
答
言
。
菩
薩
若
欲
レ得
昌是
三
墜

。
當
レ修
司行
凡
夫
法
一。

若
見
二凡
夫
法
一。
佛

法
不
レ合
不
レ散
。
是
名
修

集
首
榜
嚴

三
昧
一.、
(中
略
)
云
何
名
修

行
一。
若
能
蓮
達
尉諸
凡
夫
法
輔佛

法
無

二
〇
是
名
二修
出集
㌔

(
六
三
六
頁
上
段
)

從

つ
て
首
榜
嚴
三
昧
嚢
得

の
菩
薩
だ
か
ら
ご
云

つ
て
特
に
佛
行
を
行
じ
て
ゐ
る
わ
け

で
な
く
、
凡
夫
行
を
行

つ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
が
、
首
榜
嚴
三
昧
を
登
得
し
て
ゐ
る
か
ら
、
凡
夫
法
を
行

つ
て
ゐ
な
が
ら
心
に
貧
志
痴
な
く
、
凡
夫
行

を
行

つ
て
も
貧
悉
痴

の
行
が
な
い
の
で
あ
る
。
故

に
衆
生
は
凡
夫
絵
凡
夫
行
の
當
慮

に
於
て
三
毒
煩
惜
を
な
く
し
て

'
誉
甥
嚴
三
嫌
の
弼
塊
(
二
)

(咽
夷
V
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嘗
榜
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

(五
〇
)

解
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
れ
ざ
も

蝋
時

に
三
毒
煩
惜
を
悉
く
な
く
し
て
此

の
三
昧
を
讃
す

る
こ
ご
は
出
來
な
い

か
ら
、
『
首
樗
嚴
三
昧
経
註
序
』
に
「
建
干

准
一以
伺
能
。
」
ご
云
ひ
又
『
新
出
首
携
嚴
経
序
』
に
「
冠
昌九
位
一以
虚
昇
。
」
ビ
云

へ
る
如
く
解

行
の
進

展
を
十
地
に
券
け
十
波
羅
密
を
修

し
て
髭
よ
り
細

に
疏

よ
り
微

に
入
り
最
後

に
最
極
微
細

の
惑

障

を
断
じ
て
始
め
て
首
携
嚴
三
昧
を
謹
得
す

る
の
で
あ
る
。
経
は
此
の
消
息
を
射
的

の
磐
喩
を
あ
げ
て
親
切
に
激

へ

て
ゐ
る
ハ
註
三
)o

斯
く
の
如
く

に
し
て
首
榜
嚴
三
昧
を

修
習
す

る
の
で
あ
る
が

既
述

の
如
く

首
榜
嚴
三
昧
は

一
切
諸
法
の
外
に
な

く
、

一
切
法
は
皆
塞

な
る
故

に
差
別
の
相
を
絶
し
て
ゐ
る
。
從

つ
て
首
携
嚴
三
昧

の
當
相

に
於
て
は
三
昧
を
得

る
ご

か
得
な
い
こ
か
云

ふ
得
不
得
の
差
別
な
く
、
又
三
昧
登
得
の
菩
薩
に
は

一
切
佛
國
は
悉
く
住
所
で
あ
り
、
し
か
も

一

切

の
執
着
を
離
れ
て
ゐ
る
か
ら
住
所

に
執
着

せ
す
、
住
所
を
得
す
、
又
住
所
を
見
な
い
。
故

に
『
大
乗
浬
繋
経
』
に
「
叉

無

住
ε
は
首
榜
嚴
三
昧
ご
名
く
。
首
携
嚴
三
昧
は

一
切
法
を
知
り
て
著
す

る
所
無
し
、
無
著
を
以
て
の
故

に
曽
榜
嚴

ビ
名
く
Q
如
來
は
首
榜
巌
定
を
具
足
す
o
」
ハ『
昭
和
國
課
大
藏
経
』絶
典
部
、
第
六
巷
、
一=
三
頁
)
ご
云

へ
る
・如
く

一
切
法
ζ
遣
達

し

て
無
所
著
無
所
住
な
ら
ば
首
榜
嚴
三
昧
を
得

る
こ
ご
が
出
來

る
も
の
で
あ

る
。
又
首
榜
嚴
三
昧
は
分
別
智

の
作
用

を
絶
し

て
ゐ
る
か
ら
、

一
切
衆
生

の
心
行
に
去
至
し
て
し
か
も
心
行
を
線
ε
し
て
相
を
取
る
こ
ご
な
く
、

一
切
衆
生

の
所
生
慮

に
去
至
し
て
生
慮

の
清
す
駈
ご
な
る
こ
ご
な
く
、

一
切
佛
虚

に
去

至
し
て
佛
身

の
相
好
を
分
別
す
る
こ
ご

な
く
、
又

一
切

の
音
灘
言
語
中

に
あ
り
て
文
字

の
相
を
分
別
す

る
こ
ご
も
な

い
の
で
あ
る
(註
四
)。
然

る
に
凡
夫

は
心
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行
を
繰

ε
し
て
相
を
取

り
差
別
な
き

一
切
法

に
於
て
憶

想
分
別
し
見
聞
畳
知

に
執
着
す

る
か
ら
し
て
其

れ
等

の
邪
見

に
縛

せ
ら
れ
て
首
娚
嚴
三
昧
を
得

る
こ
ご
が
出
來
な

い
。
け
れ
ざ
も
諸
法
は
も
ご
よ
り
無
解
無
縛
な
る
故

に
縛
相
に

於
て
も
そ
の
ま

、
解
脱
す

る
こ
ε
が
出
來

る
の
み
な
ら
す
六
十

二
見
縛

の
當
慮

に
於
て
さ
へ
も
解
脱
す

る
こ
ご
が
出

來
・る
の
で
あ
る
。
経
は
六
十

二
見
の
當
慮
に
於
て
如
何
に
す

れ
ば
解
脱
す

る
こ
ビ
が
出
來
る
か
に
就

い
て
、

云
何
名
爲
昌魔
縛

。
謂
一一六
十

二
見
,。
若
人
不
レ壊
二此
諸
見
一者
。
即
於
昌魔
縛
一而
得
解

脱
一Q

天
女
復
言
。
云
何
名
爲
二

不
壊
一。
諸
見
本
所
從
來
去
無
所
至
。
若
知
昌諸
無
去
乗
相
一。
帥
於
魔

縛
一而
得
二解
脱
嚇。
諸
見
非
レ有
非
レ無
。
若
不
レ分
剤

別
有
無
。
即
於
一魔
縛
一而
得

解

脱
一。
若
無
所
見
是
爲
一一正
見
一。
如
レ是
距
見
。
無
レ正
舞

邪
。
無
レ作
無

受
帥
於
魔

縛
輔

得
解

脱
一。
諸
見
非
レ内
非
レ外
亦
非
二中
間
一。
如
レ是
諸
見
亦
復
不
レ念
則
於
魔

縛
一。
而
得
昌解
脱
一。
(
六
三
入
頁
上
段
)

ご
云

つ
て
ゐ
る
が
、
要
す
る
に
六
十

二
見
縛

に
堕
す

る
の
は
吾
人
の
分
別
智

に
依
り
差
別
な
き
所

に
差
別
を
認

め
有

無
を
分
ち
正
邪
内
外
ε
分
別
す

る
か
ら
で
、

か

、
る

一
切
の
縛
想
を
絶

し
本
來
か

、
る
差
別
な
き
道
理
を
知
れ
ば
解

脱
即
ち
首
携
嚴
三
昧
は
目
前

に
あ
る
ご
の

こ
ざ
を
意
昧
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ε
思
は
れ
る
。

之
を
要
す

る
に
首
娚
嚴
三
昧
は
決
し
て
吾
人
の
臼
常
生
活
を
離

れ
て
刷

に
存
す

る
の
で
な
い
か
ら
吾

々
の
凡
夫
身

の
當
麩

に
於
て
凡
夫
行
凡
夫
法
に
蓮
達
す

れ
ば
首
携
嚴
三
昧
は
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
吾
入
の
憶
想
分
別
見
聞
畳

知

の
爲

に
縛

せ
ら
れ
る
か
ら
得
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。

一
切
法

に
於
て
分
別
心
を
絶
し
無
所
得
皆
塞
の
道
理
を
知
り

其
身
其
儘
無
所
住
ご
な
り
其
心
を
露
塞
の
・如
く

に
す
れ
ば
首
榜
嚴
三
昧

を
得
て
佛

に
な
る
の
で
あ
る
。
故

に
首
携
…嚴

着
樗
嚴
三
昧
の
研
究
(
ご
)

(
五
一
)
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首
榜
嚴
三
昧
の
研
究

(
二
)

(
五
二
)

三
昧

の
修

習

ε
は
経

に
「
菩

薩

若
能
鶴

一諸

法
塞

無
一レ所
ノ磯
。

念
念
滅

盤
離

一於
憎

愛
一是
名
一修

是

三
昧

一。
」
(
六
四
三
頁
中
段
)

ご
云

へ
る
如

く

一
切
諸

法
皆
塞

の
遣

理
を
知

り

一
切

の
客
塵

煩
催

を
離

れ
て
寂

滅

相

に
至

る

こ
ご
で

あ

る
。
「故

に
経

は
百

句

義

の
第

一
に
之

の
三

昧
を
繹

し
て
「
如

何
是

首
榜
嚴

三

昧
。
修

治

心
猶
如
二虚

塞
一。
」
ご
云

つ
て
ゐ
る

の
で
あ

る
。

駐

唱

一
切
諸
法
皆
空
如
レ
幻
9
從
二和
合
有
無
一有
一一作
者
一。
皆
從
二憶
想
分
瑚
一而
起
Q
無
レ有
レ主
故
随
レ意
而
出
Q
『
首
娚
嚴
三
昧
経
『上
巻
(『
大
正

藏
経
』
籠
〃十
}婆
巷
六
三
〇
頁
)

巳
下
経
ε
云
ふ
に
首
樗
嚴
三
昧
経
で
あ
る
。

駐
ロ
一
『帖自
細彷
嚴
三
昧
経
』
上
巻
(『大
正
藏
経
』
第
・†
五
ぬ¢
山ハ
三
五
頁
中
段
)由参
照
0

6

註
冨昌

射
的
昧
書
喩
は
『首
榜
嚴
三
昧
経
』
上
巷
(『大
正
藏
経
』第
十
五
巻
六
三
三
頁
下
段
)為
看
よ
o

註
凹

『
首
携
嚴
三
昧
経
』上
巻
(『大
正
藏
経
』第
十
五
巻
六
三
六
頁
中
段
)塗
照
o

山
ノ、

 

菩
薩

は
首
榜
嚴

三
昧
の
修
習
の
結
果
佛
身
を
成
就
す

る
の
で
あ

る
か
ら
更
に
此

の
上
修
定
を
必
要

ε
し
な
い
ご
思

は
れ
る
が
経
典
に
は
更

に
無
歎

の
三
昧

が
説
か
れ
て
ゐ
る
。
依

つ
て
之
等

の
無
数

の
大
乗
三
昧
ご
首
榜
嚴
三
昧
ピ
の

關
係
を
多
少
述

べ
て

見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
『
大
乗
浬
繋
経
』
は
首
拐
嚴
三
昧
の

五
義
中

に

金
剛
三
昧

の
名
を
墨

げ
、
又
『
魏
課
名
義
集
』
は
慈
恩
大
師
が
首
籾
嚴
三
昧
を
金
剛
藏
ご
醗

じ
た
ε
云

つ
て
居
り
(註
一
)
、
亦
『
大
乗
義
章
』
も

金
剛
三
昧
ご
首
榜
嚴
三
昧

ご
を
同

一
親
し
て
ゐ
る
か
ら
金
剛
三
昧

ご
首
娚
嚴
三
昧

ご
は
密
接
な
關
係

が
あ
る
ご
思
は

れ
る
。
依

つ
て
金
剛
三
昧
に
就

い
て
多
沙
知

る
所
を
述

べ
、
金
剛
三
昧

ε
首
娚
嚴
三
昧

こ
の
關
係
を
述

べ
る
こ
嘘
に
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依

つ
て
更
に

一
般
大
乗
三
昧

こ
の
關
係
を
述

べ
て
み
よ
う
ε
思

ふ
の
で
あ

る
。

此

の
金
剛
三
昧
は
早
く
阿
含

の
佛
典

に
見
ゆ
る
三
昧
名
に
し
て
『
増

一
阿
含
経
』
省
第
三
十
七

ノ
四
、
及

び
憲
第
四

十
五
ノ
五
等

は
此

の
金
剛
三
昧
の
名
を
墨
げ
、
.後
者
は
此

の
三
昧
の
功
徳
を
説

い
て
次
の
如
く
云

つ
て
ゐ
る
。

若
有
昌比
丘
噂。
得

金

剛
三
昧
一者
。
火

所
レ不
レ焼
刀
研
不
気

水
所
レ不
レ漂
.
不
邑爲
レ他
所
昌中
傷
噂。
如
レ是
比
丘
。
金
剛
三

昧
威
徳
如
レ是
。
今
舎
利
弗

得

此
三
昧
急

含
利
弗
比
丘
Q
多
遊
三

慮
輔塞
三
昧
金
謝
三
昧
。

是
故
諸
比
丘
。
當
聚

昌

方
便
一。
行
申金
剛
三
昧
㌔

如
レ是
比
丘
賞

作
昌是
學

。
(『
大
正
藏
経
』第
二
巷
、
七
九
二
頁
)

然

れ
こ
も
阿
含
に
説

か
れ
て
ゐ
る
此

の
金
剛
三
昧
は
如
何
な
る
内
容
を
有

つ
も
の
な
る
か
不
明
で
あ

る
が
、
恐
ら
く

阿
含
の
此

の
経

が
金
剛
三
昧
を
大
智

・
等
壽

二
比
丘
の
物
語

に
比
し
て
ゐ
る
所
よ
り
し
て
(註
二
)
、
智
慧
第

一
舎
利
弗

の
大
智

の
堅
固
な
る
を
金
剛

に
讐

へ
し
も

の
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
か
ら
ヤ
修
遵
を
目
的
こ
す

る
三
昧
ざ
馨
す

べ
き
で

は
な
か
ら
う
。
讐

へ
そ
れ
が
三
昧

ビ
幕
す

べ
く
も
傅
説
を
離
れ
て
か

、
る
三
腺
を
阿
含

の
時
代
に
謹
せ
る
者
が
果
し

て
あ
つ
だ
か
は
猶
研
究

の
籐
地
が
あ
る
ご
思
は
れ
る
o
け
れ
ご
も
早
く
よ
り
か

、
る
種

の
三
昧
が
重
要
親
さ
れ
て
ゐ

た

こ
ご
に
疑

ひ
な
く
『
倶
含
論
』
第
二
十
四
、
「
舜
別
賢
聖
品
」
第
六
之
三

の
頚
・に
、

上
界
修
惑
中
。
断
昌初
定

一
品
一。

至
ユ有
頂
入
品
一。
皆
阿
羅
漢
向
。

第
九
無
間
道
。
名
昌金
剛
喩
定
一。
盤
得
倶
盤
智
。
成
壺
州學
慮
果
一。
(『
大
正
藏
経
』第
四
+
一
巻
、
九
五
凶
頁
)

首
楊
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

(五
三
)
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首
穆
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

(五
四
)

ご
云
つ
て
有
頂

地
第
九
品
の
最
極
微
細

の
惑
障

を
断
す
る
無
間
道
を
金
剛
三
昧
ご
名
け
て
ゐ
る
が
、
金
剛
三
昧
を
斯

く
配
す

る
の
は
『
倶
舎
論
頚
疏
論
』
が

「
此

の
定
は
能
く

一
切
煩
惜
を
破
す

る
こ
ご
、
猶
金
剛

の
能
く

一
切
を
擢
す

る

が
如
し
、
故

に
金
剛
喩
定
ご
名
く
。
」
ご
云

へ
る
如
く
能
く

一
切

の
煩
悩

を
断
絶
し
て
盤
智

を
套
せ
し
め
無
學
果
を
成

就

せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く

の
如
く
金
剛
三
昧

の
徳
目
は

一
切
煩
拶
を
擢
断
し
て
漏
盤
智
を
登
せ
し
む
る
こ
ご

に
あ
る
。
此

の
意
昧

に
於
て
大
乗
厳
に
至
り
般
若
系
の
縷
典

に
屡
出
つ
る
重
要
な
る
三
昧
に
な

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
Q

羅
什
鐸

『
小
品
般
若
経
』
は
薩
陀
波
盗
品
第

二
十
七
に
五
十
有
籐
の
三
昧
名
を
畢
ぐ

る
中
に
如
金
剛
三
昧
(施
護
三

藏
は
金
剛
喩
平
等
三
摩
地
ご
課
す
)
の
名
を
翠
げ
、『
大
品
般
若
経
』
も
相
行
品
第
十
又
び
問
乗
品
第
十
入

に
百
八
三
昧

名
を
畢
げ
其

の
中

に
金
剛
三
昧

・
金
剛
輪
三
昧

・
如
金
剛
三
昧

の
三
三
昧
を
数

へ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
三
三
昧
中

如
金
剛
三
昧
は
小
品
般
若
経

に
出

つ
る
も
の
こ
等
し
く
金
剛
喩
定

で
あ

る
か

ら
倶
含
論
に
出

つ
る
も
の
こ
も
同

一
で

あ
り
、
他
の
二
三
昧
も
亦
同
じ
思
想
系
統

に
属
す
る
三
昧
で
あ
る
思
は
れ
る
。
而
し
て
大
品
は
此
の
三
三
昧
を
別

々

に
鐸
し
て
次
の
如
く
云

つ
て
ゐ
る
Q

如
何
名
昌金
剛
三
昧
噌。
住
昌是
三
昧
一能
破
二諸

三
昧
}。
是
名
一一金
剛
三
昧
桶。

如
何
名
金

剛
輪

三
昧
一。
住
二是
三
昧
一能
破
甲諸

↓ご
昧
一。
是
名
二金
剛
輪
三
昧
一。

如
何
名
二如
金
剛
三
昧
一。
住
二是
三
昧
一能
貫
引達
諸
法
一亦
不
レ見
レ達
。
是
昌名
如
金
剛
三
墜

。
(『縮
藏
』
般
若
部
、
月
三
、
二
+

九

丁
)
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斯
ー
大
品
は
三
三
昧
を
騨

々
に
羅
し
τ
か
る
が
此
の
三
三
昧
の
線
て
が
大
乗
三
昧
な
る
・ど

は
既
に
遮

べ
し
如
匁

『
大
智
度
論
』
が
百
入
三
昧
を
総

て
摩
詞
衝
三
昧
な
リ
ビ
し
て
ゐ
る
こ
ご
に
篠
ろ

て
明
瞭

で
あ
る
。
從

つ
て
倶
舎
論
等

に
出

つ
る
金
剛
喩
定

ご
大
品
の
如
金
剛
三
昧

し
は

い
つ
れ
も
金
剛
喩
定

で
は
あ

る
が
其

の
意
昧

に
於
て
多
少
相
異

が

な
け

れ
ば
な
ら

漁
ε
思
ふ
が
し
ば
ら
く
考
慮

せ
す
、
龍
樹
の
大
智
度
論
に
於
け

る
此
の
三
三
昧

の
註
鐸
を
考
察
す

る

な
ら
ば
、
『
智
度
論
』
懇
第
四
十
七

、
繹
摩
詞
術
品
第
十
入
之
徐
は
三
三
昧

の
逼
別
を
説

い
て
次
の
如
く
云
つ
て
ゐ
る
Q

問
日
三
種
三
昧
何
以
皆
言
一金
剛
一Q

(中
略
)
論
者
言
Q
如

金
剛
三
昧
Q

能
破
コ
一
切
諸
煩
惜
結
使
一無
レ有
逡

蟹

◎
磐

如
雪羅
提
桓
因
手
執
ロ金
剛
一破
中阿
修
羅
軍
轟。
帥
是
學
人
末
後
心
。
從
昌是
心
一次
第
得
昌三
種
菩
提
一。
聲
聞
菩
提
辟
支
佛

菩
提
無
上
菩
提
。
金
剛
三
昧
者
。
能
破
二
一
切
諸
法
一。
入
二無
籐
渥
繋
一更
不
ゲ受
ゲ有
。
警
如
学眞
金
剛
能
破
二諸
山
一倉
甲滅

叢
無
夢
鯨
。
金
剛
輪

者
。

此
三
昧
能
破
一一
一
切
諸
法
一無
遽

無
レ磯
Q

讐
如
7金
剛
輪
韓
時
無
レ所
レ不
殻

無
ウ
所
一一障
磯
一。

(『
大
正
藏
経
』
第
ご
十
五
巻
、
四
〇
〇
頁
)

之
を
考
寮
す
る
に
此

の
三
三
昧
は
其

の
所
作

の
異

に
依
つ
て
分
別
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
其
の
禮

を
別
に
す

る
も
の
で

は
な
く

い
つ
れ
も
金
剛
喩
定

で
あ
り
、
相
互
に
扶
助
し
て
其
の
目
的
を
達
成
す

る
も
の
で
あ

る
ご
思
は
れ
る
。
帥
ち

如
金
剛
三
昧
に
依

つ
て

H
切

の
煩
拶
結
使
を
擢
断
し

て
三
種

の
菩
提
を
成
就

し
.
金
剛

三
昧

に
入
り

一
切
諸
法
を
破

し
て
無
籐
渥
繋
を
得
、
更

に
金
剛
輪

三
昧
に
入
り
て

一
切
諸

法
中

に
於
て
金
剛
輪

が
輪
輻
し
て
障
磯

さ
る
、
こ
ご
な

き
が
如
く
宮
在

に
活
動
を
な
し

得

る
に
至
る
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
而
し
て

大
品
が
金
剛
三
昧

に
破
昌諸
三
昧
輔ご

首
携
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

(五
五
)
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首
樗
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

(五
六
)

註
繹
し
た
の
は
金
剛
三
昧
が
善
く
他
の
諸
三
昧

に
逼
達
す

る
こ
ご
を
意
味

せ
る
も
の
ε
思
は
れ
る
Q
若
し
菩
薩

が
諸

三
昧
を
得
て
其
庭

に
安
住
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
未
だ
箕

の
三
昧
狡
得

ご
は
云
は
れ
な
い
。
從

つ
て
か
、
る
執
着
は
破
せ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
叉
破
す

る
こ
ご
に
依

つ
て
始

め
て
諸

三
昧
は
己
が
分
内

の
も
の
ご
な
り
其
の
用
を
獲
揮
し

翼

に
諸
三
昧
を
持
す

る
こ
ご
に
な
る
の
で
あ

る
ご
思
は
れ
る
。
從

つ
て
三
三
昧

は
金
剛
三
昧
に
依

つ
て
代
表
せ
ら

れ

る
と
思
は
れ
る
か
ら
金
剛

三
昧
の
み
の
考
察
を
試
み
よ
う
ご
思
ふ
の
で
あ

る
。

『
金
剛
三
昧
本
性
清
浮
不
壊
不
滅
経
』
(註
三
)は
此

の
金
剛
三
昧

の
功
徳
を
詳
説
し
て
次
の
如
く
云

つ
て
ゐ
る
。

金
剛
三
昧
大
光
隙
寂
。
不
レ見
二結
使
一使
山
自
崩
。
不
レ槻
=煩
情
一滅
二四
大
種
一。
諸
愛
河
蜴
無
常
風
断
。
彌
勒
當
レ知
。

如
=師
子
振
レ威
大
吼
。

一
厨
衆
獣
自
然
擢
伏
一。
金
剛
三
昧
。
從
箆

波
舎
那
一出
副入
舎
摩
他
中
一。
如
・金
剛
劒
入
二金
剛

山
ネ

夢
見
翼

遊
一。
是
金
剛
三
昧
、
不
住
不
起
不
滅
不
壊
不
断
不
異
不
脱
不
墾
。
入
=慧
明
性
一爆
司起
甚
深

。

一
合
相

智
不
レ見
一身

心
法
一。
然
後
成
=阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一。
此
菩
提
智
不
離
不
生
Q
無
レ有
衆

相
一不
レ可
二沮
壌
一。
如
三金

剛
山
無
　能
傾
動
一。
金
剛
三
昧
不
退
不
没
。
入
=於
畢
寛
大
寂
滅
庭
一。
遊
剖戯
自
在
三
昧
海
中
一。
(『
大
正
藏
経
』第
+
五
巷
、

六
九
入
頁
)

之

に
篠
れ
ば
金
剛
三
昧
は
あ
ら
ゆ
る

一
切

の
煩
情
結
使
を
擢
断
し
て
慧
明
性
に
入
り
、
阿
褥
多
羅
三
窺
三
菩
提
智
を

獲

せ
し
む

る
甚
深
微
妙

な
る
輝
定

に
し
て
菩
薩

の
最
後
心
に
於
て
煩
情
を
擢
破
す

る
所
謂
金
剛
無
間
智
を
起
し
て
佛

智
地
に
入
る
大
三
昧
王
で
あ
る
。
從

つ
て
金
棚
三
妹

の
禮
は
大
智
慧
で
あ
る
か
ら
本
性
清
浮
で
あ
り
不
壊
不
滅
不
増
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不
減

で
み
る
。
故
に
上
掲
の
文

の
如
く
説
か
れ
て
伽
る
の
で
あ
る
。
斯
く

の
如
く
金
附
三
昧
は
其
の
騰
を
智
慈

ご
す

る
大
三
昧
王
で
あ
る
か
ら
多
く
の

大
乗
経
典
に
此
の
三
昧
は

説
か
れ
て
ゐ
る
が

大
乗
浬
盤
経
は

此

の
金
剛
三
昧
を

明
し
、
此
の
三
昧
が
金
剛
に
喩

へ
ら
れ
る
に
就

い
て
三
義
を
墨
げ
て
ゐ
る
。
即
ち
『
大
浬
繋
経
』
懇
第

二
十

二
高
貴
徳

王
菩
薩
品
第

二
十

二
之
五
に
瓢

,

何
が
故
に
名
け
て
金
剛
三
昧

ご
爲
す
。
善
男
子

、磐

へ
ば
金
剛
の
若
し
日
中

に
在
ら
ば
色
則
ち
定
ら
ざ
る
が
如
く
、

金
剛
三
昧
も
亦
復
是

の
如
し
、
大
衆

に
在
わ
て
色

も
亦
不
定

な
り
。
是

の
故

に
名
け
て
金
剛
三
昧
ε
爲
す
(第
一
義
)。

善

男
子
、
讐

へ
ば
金
剛
の

一
切
世
人
詐
橿
す

る
こ
ど
能
は
ざ

る
が
如
く
、
金
剛
三
昧
も
亦
復
是

の
如

し
、
有
ら
ゆ

る
功
徳
は

一
切

の
人
天
評
量
す
る
こ
ε
能
は
す
。
是
故

に
復
金
剛
三
昧
ε
名
く
(第
二
義
)。
善
男
子
、
讐

へ
ば
貧
人

の
金
剛
寳
を
得
れ
ば
則
ち
貧
窮
困
苦
、
悪
鬼
邪
毒
を
遠
離
す

る
こ
ご
を
得

る
が
如
く
、
菩
薩
摩
詞
薩

も
亦
復
是

の

如

し
、
是
の
三
昧
を
得
れ
ば
則
ち
能
く
煩
幡

の
諸
苦
、
諸
魔

の
邪
毒
を
遠
離
す
ρ
是

の
故
に
復

金
剛
三
昧
ご
名
く

(
第

三
義
)
O
(
『
昭
和
國
課
大
藏
経
』
経
曲
ハ部
、
第
∴
ハ
巷

、
山ハ
十
零
七
ー

入
頁

)

ご
云

へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
遠
法
師
の
『
大
乗
義
章
』
は
此

の
大
浬
繋

の
説
を
中
心
ご
し
て
十
四
義
を
塞
げ

て
廣
く
輝

し
て
ゐ
る
。
今
其

の
名
月
の
み
を
掲
ぐ
る
な
ら
ば
次
の
如
く
で
あ

る
。
能
破
義
。
清
浮
義
o
禮
堅
義
。
最
勝
義
。
難

測
義
。
難
得
義
。
勢
力
嚢
。
能
勝
義
。
不
定
義
。
者
主
義
。
能
集
義
。
能
盆
義
。
荘
嚴
義
。
無

分
別
義
(註
四
)
。

巳
上

の
諸
説

に
擦
つ
て
金
剛

三
昧
が
・如
何
な
る
三
昧
で
あ
る
か
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な

つ
た
ご
思
ふ
が
、
然
ら
ば
大
小
,

鷺
橿
嚴
三
昧
の
研
究
(
ご
)

(五
治
)
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背
榜
嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

(
五
入
)

乗

の
塵
別
を
同

一
金
剛
三
昧
に
如
何

に
し
て
認

む
る
か
。
之
に
就

い
て
経
典
は
元
よ
り
何
等

の
説
明
を
も
與

へ
て
ゐ

な
い
か
ら
、
大
乗
義
章

の
説
を
述

べ
て
見

る
な
ら
ば
、
「
大
乗
義
章
」
は
金
剛
喩
定

の
禮
性
の
上
か
ら
心
法
ε
心
膿
ご

を
分
ち
、
小
乗

の
金
剛
三
昧
は
心
法
に
於

て
四
諦
之
慧
叉
は
十
二
縁
慧

を
禮
性
ご
し
、
心
膿

に
於
て
は
事
識
即
ち
六

識
縁
事
之
心
を
膿

こ
す

る
も
の
で
あ

る
ご
な
し
、
大
乗

の
金
剛
三
昧
は
心
法

に
於
て
了
達
法
界
如
實
之
慧
を
禮
性

こ

な
し
、
妄
識

(業
識
叉

ハ
現
識
)
帥
ち
第
七
虚
妄
之
心
を
心
禮

ε
す

る
も
の
を
縁
治
の
金
剛
ご
云
ひ
、
眞
識
帥
ち
第
入

如
來
藏
心
を
心
膿

ε
す

る
も
の
を
眞
謹
之

金
剛
ご
云
ふ
ご
な
し
て
ゐ
る
。
今
之
を
簡
軍

に
圖
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で

あ
る
(註
五
)。

璽

羅

)蕪

購
嚢

貿
慧七

ー

剛三昧

之金
膿剛
性三
昧一

二
雛

膿
ミ

蚕

鰹

蓄

悉

(マ
ナ
識
)」

臼
縁
治
之
金
剛
}大
蓋

三
昧

一
、
事
識

三
、
眞
識

山
ハ
識
縁
事
之
心
(前
六
識
)

第
入
黎

懇

(;
轟

i

用

眞
甦

金
剛

さ
て
此
の
二
種
の
大
乗
金
剛
三
昧
中
眞
謹
の
金
剛
三
昧
は
如
來
藏
心
を
心
騰
ε
す
る
も
の
な
る
故
本
性
清
浮
に
し

て
能
く

一
切
の
煩
機
を
擢
破
し
惑
障
の
破
壊
す
る
所
ご
な
ら
ざ
る
故
に
首
榜
嚴
三
昧
ご
云
は
れ
、
又
佛
性
こ
も
云
は

枷
て
ゐ
る
の
で
、
大
乗
渥
繋
経
が
着
榜
嚴
三
昧

の
五
義
中
に
暴
げ
て
ゐ
る
金
剥
三
繊
な
此
の
眞
謹
之
企
剛
三
蛛
で
あ
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る
。
而
し
て
眞
謹
之
金
剛
三
昧
の
詳
細
を
閲
明
し
て
ゐ
る
経
典
は
金
剛
三
昧
本
性
清
浮
不
壊
不
滅
経

一
巻
並
び
に
金

剛
三
昧
経
二
懇
で
あ
る
。

上
述

の
金
剛
三
昧
ε
首
榜
嚴

三
昧
ビ
を
比
較
す
る
に
殆

ん
ご
其
間

に
涯
別
な
く
大
渥
蘂
経
は
全
く
同

一
義

に
解
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然

れ
ざ
も
全
然
匠
別
が
な

い
の
で
は
な
く
首
榜
嚴
三
昧
は
既
述

の
如
く
菩
薩
蓮

に
於
け

る
最
後

地
帥
ち
十
地
法
雲
地

の
三
昧
ざ
し
て
佛
身

の
成
就
を
特
相
ε
す

る
の
で
あ
る
が
、
、金
剛
三
昧
は
智
慧
を
躰

ご
し
金
剛

無

間
智

の
成
就
を
特
相

こ
す

る
も
の
で
あ

る
。
而
し
て
菩
薩
は
首
桝
嚴
三
昧
の
登
得

に
依

つ
て
般
渥
薬
し
佛
身
を
成

就
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
更
に
此

の
上
修
道
を
必
要

こ
し
な

い
筈

で
あ

る
。
然
れ
こ
も
微
妙
首
榜
嚴
海
は

『
親
佛

三
昧
海
経
』
憲
第
四
鶴
相
品
に
諸
佛
世
奪

の
諸
荘
嚴
の
具
は
総

て
首
榜
嚴

海
よ
り
生
す

ビ
云

へ
る
如
く
(註
六
)、

一
切

功
徳

の
総
府

に
し
て
金
剛
無
間
智

ピ
錐
も
亦
首
桝
嚴
海
よ
り
生
す
る
の
で
あ

る
。
從

つ
て
此
の
智
慧
を
功
徳
こ
す

る

金
剛
喩
定

は
首
榜
嚴
定

よ
り
以
上
に
出

つ
る
も
の
で
は
な
く
、
修
習

の
順
序
よ
り
し
て
も
首
榜
嚴
定
よ
り
後

に
修
習

さ
れ
且

つ
首
榜
嚴
定
を
基
礎
ざ
す

る
も
の
で
あ
る
。
故

に

『
金
剛
三
昧
本
性
清
浮
不
壊
不
滅
経
』
は
菩
薩
道
を
十
地
に

分
ち
、
月

の
磐
を
引
き
、
十
地

の
菩
薩
は
十
五

日
の
月

が
圓
満
に
し
て
明
相
を
具
足
し
て
ゐ
る
如
く
、
十
地

に
於
て
首

榜
嚴
三
昧
を
嚢
得
し
更

に
百
三
昧
門
を
修
し
て
然

る
後

に
金
剛
三
昧
に
入
る
ピ
説

い
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

其
心
淡
泊
安
住
不
動
。
不
没
不
退
住
音

榜
嚴
三
昧
噌。
菩
薩
住
昌首
籾
嚴
三
墜

已
。
如
昌月
天
子
十
寳
爲
ジ
宮
。
生
出十
寳

首
携
嚴
三
昧
の
研
究
(
ご
)

(五
九
)
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首
樗
轍
三
昧
の
研
兜
(
二
)

(六
〇
)

樹
凋
精
摩
尼
一以
爲
昌樹
果
皇。
此
珠
力
故

り
凋
天
畢
宮
行
昌閻
浄
提
一普
施
工清
凍
}。
菩
薩
摩
詞
薩
住
青

甥
嚴
三
昧
}亦
復

如
レ是
。
彌
勒
當
レ知
。

菩
薩
詞
摩
薩
往
昌首
携
嚴
三
昧
一巳
修
憲

三
昧
門
一。

然
後
乃
入
二金
剛
三
昧
一。
(『大
正
藏
聾

第
十

ギ
繭倦
、
山ハ・九
七
頁
)

斯
く
し
て
此
の
経
は
百
三
昧
を
暴
げ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
が
、
此

の
百
三
昧
は
経
菰
「
此
石

三
昧
如
昌摩
尼
珠
光
光
相
照
一。

随

ヴ入
昌首
榜
撮
三
昧
海
一。
菩
薩
摩
詞
薩
住
二此
百
三
昧
一已
。
所
レ有

智

慧
一如
昌察
中

日
一諸
煩
拶
海
如
二微
姻
障
一。
」
(『
大
正
藏

郷
脳』鋸
疏十
ご幽谷
、
山ハ九
入
一貝
)

ざ
云

へ
る
如
く
首
橿
嚴

三
昧
海
に
入

つ
て
始

め
て
完
成
す

る
も
の
に
し
て
首
榜
巖

三
昧
に
入
る
こ
ご
が
ご
り
も
な
ほ

さ
す
百
三
昧
を
修
す
る
こ
ご
に
な
る
の
で
あ

る
。
而
し
て
首
携
巖

三
昧
が
斯
く
百
三
昧

の
総
府

ビ
な
る
の
は
首
榜
嚴

三
昧
の
騰

が
佛
性
で
あ
り
法
身

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
身

は
『
金
光
明
経
』
憲
第

二
に
「
此
法
身

に
依
り
て
、不
可
思

議

の
摩
詞
三
昧
顯
現
を
得
。
(中
略
)
大
三
昧

に
依
り
て

一
切
の
繹
定
首
榜
嚴
等
、
一
切

の
念
腱
、
大
法
念
等
、
大
慈
大

蒜
、

一
切
の
陀
羅
尼
、

一
切

の
紳
通
、

一
切

の
自
在
、

一
切
法
の
李
等
擾
受
、
是

の
如
き
の
佛
法
悉
く
皆
出
現
す
。
」

ご
云

へ
る
如
く
大
乗
三
昧

の
登
生
す

る
本
擦

に
し
て
、
此

の
法
身
を
豊

ご
す

る
首
携
巌
定

に
は
百

三
昧
に
限
ら
す
大

乗

一
切
三
昧

が
具
足
さ
れ
、
首
携
巌
三
昧
を
謹
す

る
こ
ご
に
依

つ
て
此
等

の
三
昧
は
始

め
て
其

の
意
義
を
有

つ
の
で

あ
る
か
ら
、
首
携
嚴
三
昧
を
謹
せ
す
し
て
他

の
大
乗
三
昧
を
修
習
す

る
こ
ご
は
出
來

な
い
の
で
あ

る
。

『
大
品
般
若

経
』

が
百
八
三
昧
の
初
三
昧
を
首
榜
嚴
三
昧

ご
せ
ら
る
の
は
此

の
理
に
基

い
た
も
の
で
、
百
八
三
昧
門
の
基
膿
を
意
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味
す

る
ビ
共

に
大
乗
三
昧
の
総
府
た

る
こ
ご
を
意
昧

せ
る
も
の
で
あ
る
ビ
思

は
れ
る
。
從

つ
て
金
剛
三
昧

・
金
剛
輪

三
昧

・
如
金
剛
三
昧
ご
錐
も
首
樗
巌
三
昧
以
上
に
出
で
す
、
首
榜
嚴
三
昧
海
よ
り
出

つ
る
功
徳
に
過
ぎ
な
い
。

依
つ

て

『
観
佛
三
昧
海
経
』
等
第
六
は

「
爾
…時
會
中
有
壼
ロ
薩
摩
詞
薩
一。
名
日
昌持
地
一。
郎
從
レ生
起
入
者

桝
嚴
三
墜

。
三
昧

力
故
從
　金
剛
際
一。
金
剛
爲
輪

。
金
剛
爲
レ根
。
金
剛
爲
レ花
、
」
刷(『
大
正
藏
経
』第
+
五
巷
、
六
七
七
頁
)
ご
説

い
て
ゐ
る
の
で
あ

り
、
首
榜
巌
三
昧

に
入

つ
て
始

め
て
衆
生

に
金
剛
三
昧
を
示
現
し
得

る
の
で
あ
る
か
ら
『
首
楊
嚴

三
昧
経
』
は
百
句
義

中

に

「
能
示
昌衆
生
金
剛
心
三
昧
も

一
切
灘
定
薗
在
随
レ意
。
」
ご
説

い
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

斯
く
し
て
首
榜
嚴
三
昧
は
菩
薩
道

の
最
後
地
十
地

の
三
昧

ご
し
て
佛
身
を
成
就
し
、
更

に
無
量

の
大
乗

三
昧
を
修

し
て
最
後

に
金
剛
三
昧

に
入
り
金
謝
智
を
讃
得
し
て
妙
畳
佛
位
に
入
る
の
で
あ

る
。
從

つ
て
首
桝
嚴

三
昧
を
十
地
の

菩
薩

の
初
三
昧

こ
す

る
な
ら
ば

金
剛
三
昧
は

最
後

心
三
昧
で
あ
る
(
註
七
)。
錐
レ然
も
金
剛
三
昧
は
首
携
嚴

三
昧
に
基

礎
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
首
榜
巖
三
昧
以
上
に
出
な
い
の
で
あ

る
。
斯
く
し
て
首
榜
嚴
三
昧

は
大
乗
三
昧

の
総
相
ε
な
)
、
総
名
ピ
な
・9
、
首
榜
嚴
三
昧

に

一
切

の
三
昧
、

一
切

の
佛
法
は
蟻
せ
ら
れ
、
首
榜
嚴
三
昧
部
大
乗

佛
敷

の
極
致
ご
考

へ
ら
れ
、
菩
薩

の
必
す
修
習
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
最
高
三
昧
ご
し
て
定
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

註
鞠

首
榜
嚴
三
昧
。
(中
略
)慈
恩
翻
爲
3金
剛
藏
…一。
庇
諸
菩
薩
謹
二庇
定
鱒故
以
楚
爲
レ名
。
(『
翻
講
名
義
集
』巷
第
四
、
七
丁
)。

註
二

大
智
等
壽
二
比
丘
の
物
語
の
詳
細
に
『槍
一
阿
含
経
』
巷
第
四
十
五
ノ
五
(『
大
正
藏
経
』第
二
巻
七
九
ご
頁
)に
記
さ
れ
.て
ゐ
る
o就
い
て
看
よ
o

註
三

『金
剛
三
昧
本
性
清
浮
不
屡
不
滅
経
ヒ

谷
は
失
謬
経
で
あ
ろ
が
『大
正
藏
経
』
第
十
五
巷
(六
九
七
ー
六
九
九
頁
に
牧
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の

経
虐
『金
剛
三
昧
経
』
ぜ
為
慮
々
混
同
す
う
も
、
爾
者
ば
全
く
其
の
類
為
異
に
し
て
ゐ
ろ
Q
両
し
て
其
の
思
想
よ
り
し
て
前
者
が
古
出
で
あ
る

首
H」務
臨緻
三
拙弊
の
榊研
究
(
二
)

(
山ハ
軸
)
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註 註 註六
竃 滋

 

註
雪

已
上
簡
軍

な
が
ら
『
首
榜
三
昧
経
』
を
中

心
ご
し
て
首
楊
嚴

三
昧

の
昧
思
想
を
叙
述
し
て
來
た
の
で
あ
る
が
、

よ
り
首
榜
嚴
三
昧
は
自
畳
聖
智

の
境
界
に
し
て
吾
人
の
當
底
窺

ふ
能
は
ざ

る
も
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
此
の
三
昧
が

如
何
な
る
三
昧

で
あ

る
か
ほ

い
明
ら
か
に
な
つ
た
ε
思
は
れ
る
。
し
か
し
首
榜
嚴
三
昧

の
解
繹
に
關

し
て
從
來
二
種

あ
つ
て
廣
く
世

に
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
郎

ち
其

一
は

『
大
智
度
論
』
を
中
心
こ
し
て

「
健
相
分
別
正
定
」
ε
解

す

る
も

の
で
あ
り
、

他
は
『
大
浬
繋
経
』
に
基
き
「
一
切
事
畢
覧

堅
固
定
」
ビ
す

る
説
で
あ
る
。
此

の
爾
者
は
い
つ
れ
も

『
首
榜
嚴
三
昧
経
』
に
基

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
主
ご
し
て
其
の
用
よ
り
解
し
、
後

者
は
其
の
膿
性
上
よ
り
な

せ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
般
若
を
中
心
こ
す

る
塞
系

の
思
想
家
が
其

の
妙
用
よ
り
繹
し
、

法
身
常
住
を
圭
張
す

る

大
浬
繋
経
が
心
膿

に
重
き
を
置

い
て
解
鐸
し
た

の
は
偶
然

で
は
な
い
ご
思
は
れ
る
。
け
だ
し
首
娚
嚴
三
昧

の
禮
性
は

鴫臼
樗
断厳
三
味
の
柳僻
究
(
ご
)

(
山ハ
ご
)

定
思
に
れ
る
。

『大
乗
義
章
』
の
金
剛
三
昧
の
十
四
義
の
詳
細
に
『
大
乗
義
章
』巻
第
九
(『
大
正
藏
経
』第
四
十
四
巻
六
三
六
頁
)々

看
よ
o

『大
乗
義
章
』
巷
第
九
(『大
正
藏
経
』第
四
十
四
巷
六
三
六
頁
)峯
照
o

是
世
界
中
皆
有
琉
璃
頗
梨
億
寳
以
爲
佛
窟
。
是
衆
窟
中
各
有
萬
億
無
量
諸
佛
。
諸
佛
膀
中
各
々
皆
生
一
大
蓮
華
Q
與
前
無
異
是
諸
光
明
照
諸

一
切
十
地
菩
薩
Q
是
諸
菩
薩
遇
斯
光
巳
o
即
入
微
妙
首
楊
嚴
門
。
復
得
入
於
金
剛
喩
定
o
諸
天
遇
者
深
獲
無
上
正
眞
道
意
。
心
眼
開
明
見
諸

佛
相
。
如
此
光
明
照
菩
薩
己
Q
令
諸
菩
薩
勇
諸
毛
孔
り

一
毛
孔
中
出
阿
曾
砥
諸
供
養
雲
及
衆
供
具
。
蓋
極
小
者
覆
閻
浮
提
。
如
是
衆
多
雑
寳

む

む

　り

む

む

　　

　　

む

あり

供
具
不
可
悉
凱
。
庇
諸
具
從
首
樗
嚴
海
生
o
『魏
佛
三
昧
海
経
』巻
第
四
(『大
正
藏
経
』第
十
五
巻
六
六
五
頁
)

境
野
黄
洋
氏
『支
那
佛
…教
史
講
話
』
上
巻
五
七
八
、
九
頁
塗
照
〇

七

も

こ
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経
典

に
明
文

は
存
し
な
い
が
、

心
法
よ
り
せ
ば
無
分
別
智

(般
若
)
の
寂
用
を
、
心
膿
よ
り
せ
ば
法
身

(佛
性
、
如
來

藏

心
)

を
膿
性
ε
な
せ
る
も
の
ご
解
す

る
を
要
當

な
り
ε
信
す
。
從

つ
て
首
携
嚴

三
昧

の
登
得
は
法
身

の
成
就
で
あ

る
。

此

の
事
は
既
に
屡

々
明
ら
か
に
し
た
事
で
は
あ
る
が
、
『
首
榜
嚴
三
昧
経
』
に
「
有
工三
昧
一名
二首
携
嚴
哺。
若
菩
薩
得
二

是
三
昧
一。
如
二汝
所
ジ問
。
皆
能
示
引現
於
般
浬
撃

而
不
轟永
滅
一。
」
ご
云

ひ
、
又
百
句
義
中
に
も
「
使
三

切
身

入
一於
洪
撃

皆
使
壺
鋤身
一。
」
ご
云
ひ
、
『
超

同
明
三
昧
経
』
は
勇
猛
伏
三
昧
を
獲
得

せ
る
菩
薩

の
威
力
を
説

い
て
「
菩
薩
錐
レ現
昌泥
渣
一

與
昌法
身
一合
」
ε
云
ひ
、
『
大
佛
頂
首
娚
巌
経
』
に
「
三
摩
提
有
り
、
大
佛
頂

首
榜
嚴
王
具
足
萬
行
ご
名
く
。
十
方
の
如
來

一
門
よ
り
超
出
す

る
妙
荘
嚴
の
路
な
り
。
」
ご
説

き
、
又
首
榜
嚴
三
昧
を
「
十
方
薄
伽
梵

一
路
浬
繋
門
な
り
。
」
「
佛
母
眞

三
昧
な
り
。
」
こ
し
、
『
大
浬
繋
経
』
は
「
佛
性
な
り
」
「
般
若
波
羅
密

な
り
」
「
大
浬
薬
な
り
」
ご
説
き
コ

切
衆
生
悉
有
首

榜
嚴
三
昧
」
を
主
張
し
、
「
修
行
せ
ざ

る
を
以
て
の
故

に
見
る
こ
ど
を
得
す
。
此
の
故
に
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
成

す

る
能

は
す
。
」
ご
数

へ
、
鳩
摩
羅
什
は
『
大
乗
大
義
章
』
に
菩
薩

の
二
種
法
身
を
説
き
其

一
を
首
拐
嚴
三
昧
の
登
得
な

リ
ビ
し
「
十
住
菩
薩
。
得
者

携
嚴
三
昧
一。
令
轟菩
薩
結
使
微
薄
一。
是
人
紳
力
自
在
。
與
レ佛
相
似
。
名
爲
二法
身
一。
」
(覆

藏
』第
ご
編
、
第
一'套
、
第
㎞
冊
、
ご
+
二
丁
)
ε
云

ひ
、
逡
法
師
は
『
大
乗
義
章
』
に
「
佛
性
義

五
門

五
別
」
を
明
す
段

に
生
因
を

説
き
、
「
言
亙

因
一者
。
帥
性
起
彼
方
使
果
徳
。
如
下從
一一眞
金
一起
卑蕪
嚴
具
幽Q
故
名
昌生
因
一。
是
以
経
言
。
復
有
一一生
因
一。

謂
音

榜
嚴
定
阿
褥
菩
提
一・
首
樗
嚴
定
。
即
是
佛
性
。
故
経
説
言
。
佛
性
名
爲
二首
榜
嚴
吃也
。
↑
(『大
正
藏
経
』第
四
+
四
巻
、

四
七
七
頁
)
ご
云
ひ
、
叉
『
宗
鏡
録
』
に
「
首
桝
嚴
三
昧
倉
下衆
作
昌輪

王
}作
中佛
身
轟。
」
ご
云

つ
て

ゐ
る
。
之
等

の
諸
経
論
の

首
樗
嚴

三
昧
の
研
究

(
二
)

,

(
六
三
)
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温百
灘W嚴
三
昧
の
研
究
(
二
)

.

(
山ハ四
)

諸
説
を
考

察
す

る
こ
ご
に
擦

つ
て
更

に
首
携
嚴
三
昧
が
佛
性
を
開
登
し
て
法
身
を
成
就
す

る
最
高

の
三
昧
で
あ

る
こ

ご
が
知

ら
れ

る
ε
思

ふ
。

而
し
て
此
の
三
昧

の
特
相
ご
し
て
『
首
榜
嚴

三
昧
経
』
は
百
句
義
を
、
『
超

日
明
三
昧
経
』
は

十
事
を
畢
げ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
o
今
『超

日
明
三
昧
経
』
の
十
事
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ

る
o

志
三

切
智

一無
レ所
昌適
莫
一。

不
レ住
　有
爲
一不
レ住
　無
爲
一。

行
二普
慈
心
一等
昌矛
衆
生
一。

行
瓢大
悲
心
一等
碧

虚
塞
一。

無
昌弟
子
念
一無
　菩
薩
想
噂。

亦
無
二俗
志
一亦
無
甦

意
一Q

常
以
昌大
慧
一順
化
呂郡
黎
一。

入
昌
一
切
生
一亦
無
レ所
レ生
。

現
　諸
佛
土
一不
レ捨
二法
身
一。

等
三心
吾
我
及
與
昌泥
痘
一。
(『
大
正
臓
経
』第
+
五
巷
、
五
四
〇
頁
)

此

の
十
事
は
勿
論
首
榜
嚴

三
昧
の
特
質
ご
し
て
畢
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
要
す

る
に
此
の
三
昧

の
燈
性
た
る
法

身

よ
り
登
す

る
衆
生
化
他

の
特
質
を

数

へ
し
も
の
に

外
な
ら
な
い
ご
思
は
れ
る
か
ら

む
し
ろ

首
榜
嚴
三
昧

の
特
質

は
、
大
乗
三
昧
中

の
王
三
昧

に
し
て
善
く
諸
煩
惜
魔
及
び
魔

入
を
擢
伏

し
て
菩
薩

の
法
身
を
成
就

せ
し
め
、
衆
生
激

化

の
化
他
門
を
開
か
し
む
る
黙

に
あ
る
も
の
こ
思
は
れ
る
。

首
榜
嚴
三
昧
は
斯
く
の
如
く
大
乗
三
昧
中

の
最
高

三
昧
な
る
故

に
古
來
よ
り
最

も
難
解

な
る
三
昧
ご
さ
れ
て
ゐ
る

の
で

『
首
榜
嚴
三
昧
経
』
自
身
が
既

に
「
名
意
菩
薩
自
レ佛
言
。
澄
奪
。
是
三
昧
者
修
行
甚
難
Q
佛
告
茗

意
ハ。
以
二是
事

故
一。
少
蜜

書

薩
一住
昌是
三
昧
一◎
多
有
　菩
薩
一行
　飴
三
昧
一。」
(山ハ四
三
頁
)
ご
云
つ
て
ゐ
る
程

で
あ
り
、

叉

『
首
娚
嚴

三
昧

経
註
序
』
に
も
「
聖
録
所
謂
勇
猛
者
。
誠
哉
難
解
也
。
」
ご
云

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
然
れ
ざ
も
此

の
三
昧

が
印
度
に
於

て
支
那

に
於
て
最

も
獣
仰
せ
ら
れ
し
三
昧
な
る
こ
ご
は
此
の
三
昧
が
印
度
及
び
支
那
撰
述

の
諸
経
論
に
屡

々
説
か
れ

ク6



且
首
榜
嚴
三
昧
経
の
研
究
が
甚
だ
盛
ん
な
り
し
こ
ご
に
依
つ
て
も
知
ら

る
、
こ
ε
ご
思

ふ
が
、
之

に
就

い
て
は
又
飽

日
の
研
究
を
倹

つ
て
述

べ
て
見
た

い
ε
思

つ
て
ゐ
る
。
け
だ
し
首
榜
嚴
三
昧
が
愈
重
せ
ら
れ
し
所
以
は
、
首
娚
嚴
三

昧

が
大
乗
佛
数
の
極
致

に
し
て

一
切

の
佛
法
、

一
切

の
三
昧
の
総
府

で
あ
り

一
切

の
大
乗

三
昧

が
首
携
巌
三
昧
以
上

に
出

な
い
理
が
あ

る
か
ら

で
あ
る
ご
思
は
れ
る
が
、
兎
に
も
角

に
も
首
携
巌
三
昧

の
出
現

に
依

つ
て
大
乗
の

一
切
三

昧

が
統

】
さ
れ
、
正
し
き
佛
激
の
修
行
道

が
定
立
せ
ら
れ
し
こ
ご
は
繹
學
思
想
史
上
注
目
に
債
す
る
も
の
ご
云
は
ね

ば
な
ら

鍛
ご
思

ふ
。
(完
)
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首
粉
嚴
三
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